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H 菱 I インバータ ー I 才ーブンレンジ（家庭用) 

お名 RO - LD 2 已 

取扱説明書/メニュー集 


Cooking Book 


•この商品には、才ートバワーオフ（待な眯肖巧 t カゼ日）びつしていまず。 

巧っていないとをは、自苗)のに巧おが切れる治能でず。ドアを閲けると SC 源が入0まず。 


♦ご使用の前に、この取巧説明まをよくお読みになり、正しくををにお巧いください。 

♦保化まは r お田上げ曰•巧巧店名 J などの記入を巧かめて、お巧巧からお受巧りください。 
♦取扱説明まとな記*は大切に保存してください。 






才ート八ワーオフ (待機時消費室カゼロ） 


才ート/のーオフとは、自動のにおおが切れ、 待機時消費電力を ゼロに する省エネ傑能でず。 


電源プラグを是化んだだけでは覃源は入0ません。1 

ドアを巧けると電顆ぴ入ります。 

ドアを巧けてか5操巧をし^ 
て < ださい。 i 

電源が入ると表を部は「0」！ 
だ表巧。 \ 



調理稽了後は、日分すざると覃源が切れます。 
また、ドアを閉めてから日が間巧わないと電 
源び切れます。 

す<。に切 D にいとをは、 と 0けし •切を 押し 
ます。 


かんたん操作ガイ 



<! 己ちお明 > / 〇〇 - 


赤外想センサーで、記巧の品巧に化上が〇を巧節でさる 


4 




/ — ] 0、90た 
〇 おがみの品巧にあにためるとを 
化上が D お旧をさわせます 
* べビーつード 3□〜4 □'亡 
• アイスク U— ム（虫らかく） 


— 1 0- 


4で 


グラタンなど巧面にがさ色を 
つけるとき 
時巧を合わせます 


ゆで もの篇巧（自動） 20べージ 


C ちの野巧（巧 -? E ■ 巧巧）を 
ゆでるとを 

洗ってラッブに包みま才 
•ブ□ッコリー、ほうれん草など 


ゆでを の巧巧（目動） 2□ぺージ 


> 生の巧巧 ( 巧恶など）をゆでるとさ 
洗ってラジブにちみまず 
■ じゃがいち，かぽちゃなど 


おホ（自動） 


> 巧やさしみ巧お巧したし1とさ 
ラッフをはずしスデ□—ルト 
レーのままお;巧しまず 
1回巧し：さしみ-原か巧 
•まぐろ、兄びなど 
2回巧し：を醉;束（肉錫） 

>巧切り巧、ひを肉など 


ヘルシーフライ { 自ま！ ! ）且3ベージ 


@ 材料にが置の；由をかけてオー 
プンで用く、巧にやごしいつ 
ライです 


ミルク，画かん（自助 ) 



■すばやくあたためるとホ 
時間を台わせまず 


> J f ン生地を苗がずるとさ 
時おを合わせます 
1回巧し； 40た 
• ドライイーストでの苗酵 
2回巧し： 30で 
* 天然が巧での発賠 





€ iU - Et±JWl 4 MM - 
〇〇 


' tw しん.， 逆ぶ〇か 



■ の飯（巨の） 啤 S 2 パージ 

* ミ品巧たまご（自の） <* 24 ベージ 
■ を火巧込（自助） 時25パージ 


‘延ち 
ゾモリー 
’ 脱ち（巨助） 


- ►36 バージ 
啤3 7ぺージ 
-►40 ベージ 




レンジ < 班 OW ■ 2 D 0 W> 


瞧手 なでのあたためやお料巧のとき 
時間ををにせまず 
1 ◎ 押し： 600 W 
♦巧まんのあたため 
( 巧日 □ 巧〜1せ）など 
さ回巧し： £OOW 
* お込み料理、お巧など 
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册才ー プン料巧をずるとき 
ミ垣ちと時間を台わせます 
* でながお吾なとをは、2回押します 


■ゾ ニューちお昭の料理び有巧 
ででホまず 
1グラタン 
旦ビザ 
3巧わんむし 
4巧じやび 
已スポンジケーキ 


e シフォンケーキ 
7クッキー 
8□ールバン 
9サクッとフライ 


あたため(き動）14 


/ フ〇〜90で 

こ ごはんやおかず巧白曲で巧た 
ためるとさ 

宜器に入〇てあににめまず 
1回巧し：巧溫，ち廣思 
2回巧し：ち巧品 
• お巧げめ、巧さ魚>1 
- カレー、シチュー」 ラップ あ 口 

* 牛乳や酒かんは 舌ルク * 苗かん で 

自助レンジ加おの 

上手な淀い方 1曰ページ 

烏品は巧巧恩面中巧に巧 （ 
巧の + 巧巧な面をちやして巧5 
ゆでちのや加が時のぴがるちの 
1； ^ 外は - ラジブ，ふたをしなし、 


ご巧用の前に才—トパワ—オフ/かんたん操作ガイド 


2 


手巧で加熟ずる場をの時間のめやす時 39 ^—ジ 


■ 自動調理 

あたため（苗温•おお品） . . . … .. W 〜1日 

ちたため（冷ず品）+1日 

ミルク•酒かん….….•…..... . 17 

解,よ - ‘■■■'. ... iB 〜19 

ゆで 甘の .. .. ’.. t 口.〜ピ 1 

炊飯 . . . .... . ぶ 

ヘルシーフライ-.. . の 

温泉たま .. . .. . . "己4 

I 、ん J ■■■国 ■, ■■■■■■■，■■■ ■■■■■■■，■■■■■■■，^国国>1国画>1■■，',■■++■!!++ ■J + h J 

オートメ三 ユー > fa 4 + fari ++ li '4++ i --1++ ii-l + l -»4+ tl ! q ++ l -4++" q +1 -"q + l -"« 己目〜の 

1，グラタン吕.ピザ3 •巧わんむし4 .肉じゃが 
日.スポンジケーキ6 - シフォンケーキ7 - クッキー 
日.□ールパン日.サクジとフライ 

• 手動調理 

両面クリル（ヒーター加熱）... . "己日 

スピードレンジ n 日加 W 」. の 

レンジ r 即 0 W 」 「抑} WJ ………’……’…… .-29 

お好み温度（レンジ加熟） . . . …如〜31 

発酵（ヒーター加熱）… . ... . 3己 

才ープン（ヒーター加熱）… . 巧〜3巳 

加熱を延長する . 一…… 3 日 

イト ■ 」 *…+1•■中+ ■■りぃ+ぃ+ +ぃ ++ hj ++ … + t "+ …ぃ，4り，+卜■，ぃ■■り - j'l 

トーストの焼き方‘.... . .3日 

手動で加熱ずる場合の時間のゆやず . . . 39 

お手入れ/脱臭.. . -40-41 

お料理が弓ま（でさないとを……，"….……… 42-43 

巧障かな？と思った5 . .. . 叫〜4目 

巧班とアフターサービス . 4日〜47 

化様 . . . . . ‘…ち表紙 

ター_ユ^宗 ... ，■■■，■■■，■■■，■■，，■■ぃ■■…■……4已 〜 ^/g 

JK — ユー^幸レ ‘……が 


ご巧用の手順 



まをのために必ず 
お守0くださいを読む 

吵4ページ 

* お巧いになる際に、必ず守っていた 
だをたいことび賠載してあります。 



設置場所を確認して、 

アースを 取がける 

岭目、4ぺージ 

•正しい設置場所に本体を置舌、 
アースを確実に取巧けてください。 



電源ブラグを是をみ、 

ドアを開閉して電源を入れる 

今？ページ 

•才ート/巧ーオつ機能びついています。 



カラ焼きをずる 


S 庫巧做由を焼きのりまず t 


’にページ 


これで、調理ができまず, 


使い方 


こんなと去は 


さュ i 


ご使用の前に 


ジ 

- 

•へ 


?目3 日 9リでで巧 

A ■ + イ！| 1 + A ■ 
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おレ 

’れな 

} 忘充 

すし煩 


フイ 

オガ 

一巧 順にみ え焼出， 

ワ操 手め <まラ/荒 

バん のにし な力節留 

卜た 巧の のの t 調る 

一ん 博を 熱部席是え 
才かご {女 加を華音怔 
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告 


(本体表示) 


ま意 

発火を意 

感電を意 

高温を意 


験 


アースを確実に取巧ける 
巧跨 • 漏軍のとさに感虽の原因^^ 

アースみ接な 

A 

アース端子つさコンセントがある 

アース細子つさコンセントぴない 

アース線の先端の巧をむ 
いて、アース端子に確実 
に固定ずる。 

国が 

お黄上げの販売巧にアースエを （ D 種接地王を）を 
ご相談ください。 

アース王事は「電気工事±」の肯巧が必要でず。 

V 

•ガス管、水道管、避雷ま十、電話線のアース欄には 
接続しない。 

感垣*爆誇-引火の原因 


まをのために必ずお巧0<ださい 


■誤った取巧いをしたときに生じるちおとその程度を、次の表示で区分して説明していまず。 


危険 

誤ったお扱いをしたときに.死 t や重原に結びつ<わの 

A 警告 

誤った取扱いを したとさに 、死亡や重傷に結びつく可能性がある它の 

A 注意 

誤った取巧いをしたとをに、傷害または家屋，家財などの損害に結けつくをの 


■本立中の図記号の意味は巧のとおりです。 


& 禁止 

@ア-ス線接揣 

風 分解禁止 

指示にしたがぅ 

题) 接きを禁止 

^電源プラクををく 


An 


A 警 


分辭-僖理-巧造はしない 





I 





の•排気□やずき間，穴などに 

ピン•針金•金属物など、異物や指を入れない 



飞 V 


I 


ぶ 0 

\进つ 巧止 



感里•発火*けがの原因 
* 憶理は、お坦上げの版売店または「兰黃電機 
修理窓□-ご相談窓□」にごす目談くだごい。 


感軍-けがの原因 

* 異物げ入ったときは、 電源プラグを故いて、 
お買上げの販売店または「兰黃電機修理窓 
□-ご相談窓□」にごす目談<だごい。 


ご使用の前に巧全のために必ずお守り<ださい 
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A 警告 


傷んだ電源コード•プラグや 
差込みのゆるいコンセントは使わない 



0 


该用咨化 


電源コード，プラグをおつけない 



0 




重い物をのせたり、巧ったり、束ねたり 
すると、破巧して感里-発火の原因 


調理中に電源プラグを巧差ししない 


電源は交流 1 DDV で定格 15 AJU 上の 
コンセントを単巧で使ラ 



0 


mit 


〇 

3ンセントの 
がみ巧巧 

化の器具と巧用したり、利や家具のコ 
ン七ント、延長コードを巧5と、異南 
発热して舞火* 乂がの原因 


►—~ ■ I 


電源プラグの刃およぴ 
巧の取が面のほこりをとる 



〇 


ほこ D をとる 


ほこりがが着していると、火ぷの原因 


おを入れのとをは里源プラグを巧く 




プラグを巧く 


• お手入れは本体び冷めてか5巧5。 
• がれた手で抜差ししない。 

感單-けがの原因 


おモさまだけで使わはない 
かおの手の届<ところで使わない 

ぐ 



0 


やけど，戚虽-けがの原因 


熱に弱い物を近づけない 

飄 ® 

•たたみ、じゅ5たん、冷蔵産、テーブル 
ク n スなどの上に置かない。 

■燃るやすい物、カーテン、スプレー巧 
などを近づけない。 

ヒーター加熱時の高温で化が-破誤の原因 


ご使用の前にを全のたゆにおずお守りください 
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安をのためにをずお巧 D ぐださい（つづを) 


A ミ主意 


庫巧の包装材は使用前に 
取出ず 


巧巧巧は取る 


焦げ•変お•発火を巧ぐため 


の気口 -排気口をふさがない 


* 吸気□■排気口は 
1曰ぺージ善照运- 

乂がの原因 



0 

g 止 


水平で丈夫な場所に置< 

振動-駐音を防ぐため 


» 

水平な 
S 巧に H く 

置台は壁に固定することをおすすめしまず。 

4輪キャスター付さ置台は不巧定なためおず 
すめで去ません。 


電源コードを排気□や 
溫度の高し剧分に近づけない 


0 

巧づけ巧止 


麽里，火災の原因 


义気の近くや水のかかるところに 


電源プラグを持って巧< 



0 


巧止 


耍庶コードを持って引さ抜くと 
戚 お‘シヨー ト I 発火の原因 


〇 

フラグを巧つ 


壁との間をおける 

•排気が壁に直接あた百ないよラに握がける。 
眉熱による発乂の原因 

•窓ガラスの場合、排気口 0日ページ善照）と 
20 cnn 勒上稱す。 

温度差で割れる原因 

「苗 B さお坦を J 
【上进 cm 化と 


イ 
を 5 m 化± 


パつ^ち日 cm な上 


a 

巧姊ける 


長期間使わないときは、 
里源プラグを巧く 


泡揉あ化による感覃 
焉巧火がを巧ぐため 


C 

プラブを巧'^ 


お手入れは本なが 
冷めてか旦巧ラ 


〇 

本#を冷まず 


天»、巧面、たち W 面の5ち1面を M をする。 

5面を囲む班■はしない。 

* 上記寸法を離してお、調理物の油や惠気で、 
壁び巧れたり I 結雷することびあります。 


やけどを巧ぐため 


本体の上に物を 
置かない 


超巧して、変形•焦げ 
発火の原因 


0 

Sftih 


食品カス•油-煮汁をつけたまま 
放置したり、加熱しない 

•付着したときは、 魁ず面を取る。 

(特に庫巧底面右側面の截巧出□、 

火な-発煙-発お-巧障-サビの原因 
今 r お手入れ」41ぺージ 


0 

巧止 


ドア） 


ご使用の前に巧全のためにおずお守りください 
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A 注意 


' ドアに物をはさんだまま使わない 

を 

垂巧もれによる障害の原因 


ドアに無理な力を加えない 
まさが4 k 呂む上の物はのせない 

<S) 

本体が倒れ、 

けが ■ 電玻ちれの原因 


庫巧底面（耐熱セラミツク製）に 
衝巧を加えたり、かをかけない 

割れてけが•みな•あ障の原因 
* 刹れたとさは、そのまま巧わずに、 
販売店にご巧胶冷ださい。 

を 

飲み物や食品などを加熱しすすない 

•牛乳、生クリーム、粘りや測旨分の多し、须林、 

コーヒー、お酒、水、ジュースなど 
宪然沸とうして飛び鼓り（突巧)、やけどの原因 
* 加熱前にスプーンなどでかさ混ばる。 

* 加熱しすぎたときは、かし時間をおいて取出ず。 

•か星、干物、スナック葉子など 
発煙，発乂の原因 
* 加熱中はそばを部れない。 

G 

fitlh 

食品び燃え出した5、ドアを開けない 

ドアを開けると空话が入り、乂妈を増ず原因 

1 とりけし •切を 巧して、電漏フラグを巧く。 

2.お柿ち燃えやすい物を遇さけて' 鎮火を巧つ。 

/鎮火しなし化きは、水か消火器、 

{ 巧肖す。 ) (\) 

* そのまま博わずに、おず贩売店に 
な檢械頼して < ださい。 臨 

調理むがの目のに使わない 

を 

、巧障*凳煙*発ルの原因 

J 


レンジ加熱のとき 


ビンのふたやをははずずゴぶを 


• 密封せの高いふたもはずす□ム 
宮器ろ嗯裂して、やけど ■ けがの原因 



且1たをはずす 


卵は割むほぐす 


■ ゆで卵や目玉焼さの 
おたためちしない。 

破裂して、やけど*けがの原因 



〇 

巧〇ほぐす 


鼓や膜のある物は、 

割れ目や切れ目を入れる 

例）ぎんなん‘栗■イカ‘ソーセージ 


〇 


切れ目を 
入むる 


栽や膜が破裂して、やけど*けびの原因 


ラップをはずずとさは 
蒸気の熱に注ちずる 

•また、容器を熱 < なっている 
ことがあるのでま意ずる。 

惡気の熱で、やけどの原因 


〇 

巧式な巧 


鮮度保持剤(脱酸素都など）を 
入れたまま加熱しない 

凳北の原因 


0 

巧止 


乳の旧のミルクなどのあたためは 


化上がり温度を確認ずる 

〇 

やけどを巧ぐため 

ちを巧推技 

ノ 

ヒーター加熱のとを 


加熟中や加熟をしばらくは高温部 
(庫内，ドア，本体，天面*付属品 
など)に触れない 
ただし、操作バネルやドア A ンドルは 

のぞく 役柏其止 

胃温のため^やけどの原因 



ご使用の前にををのたゆに必ずお守りください 
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夏をのためにおずお守0<ださい（つヴを) 


お願し、 


をえやずい場所や 

蒸気*抽のかかる塌巧に置かない 

本が方觸露して.巧暗の原因 

テレビ•ラジオ • アンテナ線を近づけない 

■ 4 m 料上離す。 

画橡の乱れ，が音の原因 

ドアに衝裝をちえない 
加激中、ドアに水をかけない 

■ドアは急冷したり、ぶつけたり！おつけない。 
直をやそのをの調理中に、ドアガラスび割れる原因 

付属品を落とした日、急をしない 

けが‘をおの原因_ 

落巧のおそれがちるとさは、 

電源プラグをコンセントか 6 あく 

巧暗の原因 

容器の出し入れは引きず 6 ない 

産巧底面におがつ< と、 

割れてケガ-火花-巧おの原因 

使用ずるキーをまちが无ない 

加熱しずぎとなり組；発煙 ■ 発;^の原因 

• のみをのををたためで加熱しない。 

突然谏とうして稱び鼓り（究沸)、やけどの原因 

表示部に「高温」が表示されて 
いるときは、産内や庫の底面げ 
熱<なつているので注意ずる 

やけどを巧ぐため 


ドアの開閉時には 
ドアの横や下側、可動部に 
指をはさまないよラちをつける 

けがを巧ぐため_ 


レンジ加熱のとき 

污皿、金属容器、金串、アル云ホイルなど 
を使わない 

•アル云で加工したちの(紙やテープなど）や、 
金銀の模様のある宮器わ括わない。 

央巧■発煙，発乂 * 故巧 • ドアの破損の原因 


宙詰、レトルト食品などは他の容器に移す 


火巧■お煙*発火 ■ 破裂を巧ぐため 

空のまま加熱しない 

少量や乾燥した物を加熱しすぎない 

•かごく切った根莱のかき加熱はしなし、。 

库內やドアの巧制が寅萬に熱< な 0 、 
やけど■义巧‘発煙*発义‘故障の原因 


庫内底面にのせる分室は、容器の重さを 
含めて 4 kg までにずる 


巧障を巧ぐため 


食品は産内中みに ■< 

食品や容器方褲内壁面に当た 6 ないよラ 


に置< 

巧に置くと、正しく巧巧で走ずに 
発煙*発火の原因 



[ ヒーター加熱のとき 1 

角皿の出し入れは、 

持ち手を使い、両手でずる 

やけどを巧ぐため 

詞巧後の角皿は、 

本化が削こ弱しの上に B かない 


をお-焦げの原因 

J 


ご使用の前にを全のたゆに必ずお守りください 
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加熱のし<み 


レンジ加熱 


更放で食品を巧とがか 5 同時に加熱 

電波ぴ實品に当たると、赏品の水分に吸収されて、 
水の巧テにまごつ運動び运こります。 

その結果、熱げ発をしで I 貴品は内側と外側から 
同時に加熱されます。 

f ちたため、ミルク•酒かん、招凍、ゆでもの寞望、ゆでもの臟、 1 
[ m . お巧み温度、スビードレンジ、レン 刈一 1 

電液の性質 

吸収 



を品や水おに吸収ごむます。 


透週 


反射 




ガラス、陶据は遅り抜けます。 


を巧に当たるとお的します。 
(レンジ加巧では巧えません C 
火巧のお因。） 


ヒ—夕一加熱 


才ープン 

上下ヒーターで包むように别倒から加熱 
/ ヘルシ-フライ、湿またまご、才-トタニ ュ_ 

巧.系わんむし」巧,スポンジケーキ J 1■らシ 
フォンケーキ J 『7,クッキー」化□—ル J (ン J 
\ r 日,サクッとフライん才ープン、発辞 キー 

ケーキ、パンなどのおおテを 
ふっくら焼さ上げます。 

両面グリル 

富温の上下ヒーターで表面にこげめをつける 
け-トタニ: L - n , グラタン」に.ビザ」、丽ダ I 」 ルキ -) 



拉ミ 


グラタンなどをこんがり瓶を 
上げます。 


コンビ加熱(レンジ+ヒータ ー) 


里逝と ヒーターで 加熱 
(直お煮込、オートメニュー「 4 柄じやが J ) 

早令しコと〇が孰します。 


赤外線センサーについて/ ツインク□ス加熱について 


刑 


* レンジ加熱のとき、貪品の表面温度を継掃して 
測り、設定温度になったとき、自動で11熱をお 
わ5だます。 

コジとお願い 吟1日ページ 
庫内の遇度び高いと 

■赤种線センサーび桂えないため、ブヴーが握り、 
表を部にホット表をび化て、運転び止ま0ます。 
とりけし-切を 巧し、ドアを開けで庫内が冷め 
るのを待ちます。 〔スピードレンジ、レンジは 惜 
是ます）呼3日ページ 


• 唐巧底面と側面の2ち向か5電蔽をおすことで、 
ムラを抑是て、すばやく加熱します。 

お制 m 

•食品は冨器に入れて、庫巧壁面に当たらないよ 
う、中みに置< 

表示部に「高温」が点滅しているとを 
•産内底面の温度び高くなっています。やけどの 
おそれがあるので、素手で轴らないでください。 
•また 、耐熱性のない留器やラップ包裝した赏品 
などをのせないでください。蓝けたり、変おの原 
因にな0まず。 


白動加熱 0) とき®33願し、くあたため、自動キ-、才-トメニュ-> 


♦本害に記動されている、 分量， が料+詞理法で行ってください。 

(指定が星站刘■のとをは、手動で様子を見なび5加熱してください。） 

♦加熱が了後、加熟を追加するとをは、 延長 や手動を使い、樣テを見なび百行ってくだでい。 


ご巧用の前に加熱のし<み 
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る部のなまス 

本体前面 


排気口 

両间面と 
背おちがにある。 


吸気 □ 



醜お口 

底面-剧面の2方巧か6 
巧巧び出る。 


巧打をつけたまま巧わない。 
焦げ-义巧が出る原因。 


加烈中、庫內をお百す。 


庫巧底面 

(耐熱セラ吉ック製） 

巧れたらぶさ取る。 

お手入れ今41ページ 

ta 潮〇 

街裝を加えた0水をかけなし Y 。 
割れる原因。 


操 巧パネル 



皿夏けが（上段) 
皿受けが（下段) 


下 ヒータ ー 
(内駄 


ドア"ンドル 


本体背面 


付属品 



里應コード 


電源プラグ 


アース線 


アース踊モ 
(ネジ） 
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ち皿（あ一□-航 D 

1巧 



•才ープン‘ブ川レ加熟のとさ 
に®ラ。[レンジ-コンビ加が 
めとをは使元なしり 
•皿受け棚にのせる。 

• 急/令しない。変おの原因。 
調理によコてを（冷にし順?な 
ど)変形する場合が拓る* 
r をおの直し方」蜂41ページ 
* 酸性の度品 （ レモン汁など）を 
桂5とさは、オーフンシート 
などをし<。 

ををを防ぐため。 


持ち手 


n 


4^^ 


毎皿の化し乂打に巧5。 


削 



アース緣 1本 


本な背面にお村けてある. 
「アースのあなけ方 J 蜂4ページ 


巧説明害/タニュー集(巧）1进な証き1巧 J 



ミ夏賣「 

二言度量 
妻 置良を 
5S 房吾 

音 S 言夏一一^ 


ご使用の前に 各部のなまを 


操作パネル 


ランプについて 

摄 i 乍が必要なときに、ランプび点滅しておが6せしまず。 


手動 キー 

■►己日〜犯ぺージ 
•料理に応じて適度- ~ 
時間を設定して巧う。 


温度•化上げウダイヤル 

HE 

•あたため、=ルク* 
巧かん、お巧み混度 

のとを杜上がり遍度 
の設定に巧ラ。 

■才ープン のとを遍度 
の設定にイまラ。 

I 化上がな 

•巧ぷ、ゆでをの巧巧、 
ゆでもの根萬、ヘル 
シーフライ、巧飯、 

才ートメニュー など 

のと击、仕上び0の 
強記の調節に巧う。 
■スタート後、約の秒 
間(ランプ点阿中)だ 
け調節でをる。 

/おめ…左に回ず。加辣椅間\ 
誦巧閱る。 
妊め…ちに回す。臓關 
が巧2罰増える。/ 


とウけし•切キー 
•キーを巧し間違えた 
とを、遗中で加熱を 
やめたいときに巧う。 
•電源を切りたいとさ 
に使ラ。 




诚 


i 觀 i 


r ダイヤル 

國 

■時間の設定に巧5。 

I オート兴ニュー I 
今泌〜巧ぺージ 
•時間•温度誤定び不要。 


あたため± 

スタート 

お雨が 
■►14〜16ページ 
•時間設定び不要。 


as - 任とび0 々 RH •才-トイ 



[ M ! ご己 




おを 


延長 キー 

呼36ページ 
•加熟後、6ラ少し 
加科したいと去に 
巧5。 


な夕ート 

•加熱をスタートする 
とをに押す。 

か加熱の遗中でドアを 
開けると加熱は中断 


表示部 

•加熱時間や選んだ 
磯能、働いている 
磯旨阳表をしまず。 
<例> 



•レンジ r の町化 J で1分30秒。 


モの化の表を 


く加な责ち> 




I加挤時防や取巧お涅び梅足ず 
る■ま"^^^^"^す豆)。 

(佑!!! で]丈加な巧了ま！^) 



■ 才ーフン•ブリル加熟中!巧内 
のおお力巧くなるとな口， 

•届巧底面脚品巧が有し化さは 
点 W してを巧。 -M 日ページ 

<ホット表お> 


ずる。統けると走は くを通表ち> 
をラー度押ず。 


白動キー 

■H 7〜巧ぺージ 
■時間，温度設定び不要。 


メモ U — 

が7ぺージ 
•手動調理の加熱方';去 
を登録して使ラ P 


脱臭キー 

坤邮^ージ 
•初めにカラ焼をずる 
と走、庫肉の臭いが 
気になるとさに使ラ。 



•巧巧の巧をびないとをにホ 
巧してをを。 今がページ 

くだ[賊示> 



•故巧したとき、 E 日、 P 日など 
をまお *4 バージ 

* 「デモ」*巧示されて L ' l るとさ 
は、店巧居を巧モードになつ 
てレます•巧用時は> デモを取 
除して< ださい P "►巧ページ 


♦自動;><ニュー は、 あたため (2 ゾこュ ー )、 ミルク•酒かん、解巧 （2 ソニュ ー )、 ゆでもの巧萬、 
ゆでをの根萬、ヘルシーフライ （日 乂ニュ ー )、 炊飯、温をたまご、直 A 煮込 （ 3又 ニュー)、 
才ートゾニュー （ 9品目、のに ュ ー) の合計40メ ニュー です。 


ご硬巧の前に 各部のなまえ 


11 



































































































































準備/ 音量調 節/出し忘れお知6せ 

(カラ焼を） 


煩利傑言目おがみで設定を変更してください S 


巧めてのご使用前に必ずカラ焼きを 

• ヒーター加熱時の気になる臭いを抑えるため、 
最初に庫巧の巧を焼き切ります。 

•約1日分で終了します。 

お顆抽 

煙や臭いび化まずが、巧障ではありません。 
窓を開けるか、換気歷を回してください。 

イ蛋源プラグをコンセントに是込み、 

I ドアを開ける 


ドアを開けると 
r 日」 を表示。 



2 


庫内に巧もないことを確認して、 
ドアを閉める 




加熱げ終了すると、プヴーが鳴0ます。 
音量をか是た0、消すことがでをます。 

—音量をかえる • 音を消ずとま 

表示部び「0」のと走、 

ドアを開けたまま、 

雨面グ U ルを 続けて3回巧ず 


設定終了ビッ括を;肖したとき I 规日孤、） 

巧ずごとに、 

音ちか^お5ない一音里楠華 一！ 

を <0返す。 

+ 切 0かわると、5が問[日」巧点巧货1 roj を 巧 示し 
まず。 


(:おが15せ） ち源ブラヴを巧いてち i 日恒していまず。 


3 


•か;:邸 !■ 

包装材、燃えやずし诚などはぶず取る< 


脱 貴を 巧す 

肪貢び スター ト。 

加熟表を後、 

残り時間を表を。 



終了 搭了音が鳩る 

瓜ホち 

加熱中や加熱をは、高温部（庫巧 
体•天面など)に被れない。 

高温のため、やけどの原因。 


本 


广お巧らな） 

カラ巧すをする前に調坦をしても、食品には影餐あ 
りません。 


使が括能お巧みで投定してください。 

•加熱挺了樓 I 赏品をすぐに取出さないと、プ 
ザーでお知らせする機能です。 

(出荷呀ま設定されていません。） 

r— 出しちれおが S せ機能にずるとを — ^ 

表示部が「0 J のとを、 

ドアを開けたまま、 

あたためを 続けて3回巧ず 

{ ピジピツビ—ツと賠る） 

*切0ひわると、2秘間「日」を点滅後 I 「0」を表示 
しまず e 

牛房すとさち同じモ愼でず。（ビッピッビッと鳴る） 

担定ずると 

■加熱梅了を、ドアを防!けないと、]巧ごとにブザー 
がおります。 （1 □对間。表を部は「日」を表あしまず。) 
•咱っているブザーをミ肖ずとさは、ドアをおけるか、 
と0けし •切を 巧します。 


ご使用の前に準備/音量調節/出し忘れお知らせ 
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しお巧ろ巧) 巧源プラグをおいてち記憶しでいます。 


使える客お-使えない客お 


ほえる 


使えない 


宮おの種類 

レンジ加熱 

ヒーター加熱 

(レンジ+ヒータ ー m ) 

耐熱性ガラス留器 

會爲 

* ただし、ひび、おのあるおを巧った口、急熱、急冷すると割れることがある。 

耐お性のない 
ガラス曾器 

〇受 

■クリスタルガラス、カットガラス、強化ガラスなどち巧えない。 

耐熱性 

プラスチック宮器 

赁 

•耐熱温度が14日で!; Lb で1「軍子レン 
ジ孩用吼の表示のある巧が馆ミる。 

がこだし、 巧放で変質する物、 
巧お‘袖がのをい料理など、 
局温 [ L なるち品しは巧スなしん 

* ただし、オーブン•グリル指定のものは巧 

ス々。 

その化 

プラスチック容器 

• 耐熱温度び1がで未満の物、電巧でを頁ずる物ち巧えない。 

(例：スチロール、ポリエチレン、イラミン、ユリア、フェノール窗脂など） 

ザただし、 スチ□—ルトレーは 範束 のみ博える。 

ラップ 

•耐熱温度び14日に拉上の物が 
使える。 

水ただし、砂糖■迪巧のをけ科 
理など、孩温になる貸品には 
巧えなし、 

* ただし 発酵 ロホ博える。 


を巧容器、金を、まお、 
アルミホイルなど 

鮮 

* にだし、アルミあイルは電遍 
を反射する性質を利用して卽 
分めにをラことがある。 

(解ず など） 

* ただし、取っ手がブラ 
スチックの物は馆えない。 


陶器、泣お 

©◎ 

♦ただし、ひび、楠、金銀の模様、巧側に色給のある器は、偏めた0、乂巧が出 
るので巧えない。 

演器、 

竹■木•匿*紙製品 

蠻參 

•こげたり、蓮りがはがれに D 、 ひび割のずることがある。 

* ただし、細、楊な、竹串などは料理によっては话うことびある。 


*耐載温度は、留器に表おされている家庭用品品質表示法の表ををご贾ください。 

が質神附熟温度びわか5なし@器は括わないでください。 

* ちたたゆ、与ルク•酒かん，醉庸、お好み温度のと さ〔ホが感 t ンヴーを用時)、 

ふた（陶器、ガラス、プラスチックなど） 娜うと、 センサり勘さが悪くなるので巧じないでくだごい。 


ご使用の前に使是る容器-使_スない容器 
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常温 • をお品の 

友たため (ごはんやおかずを自動でおたためる）/ 



唐巧の思度が高し1と 

•プザー柳育。1ホット巧を 
とな D 巧えまだん。 
とりけし- 切を 巧し、ド 
アを巧けてち巧がをめる 
のを待ちます。 

蜂犯べージ 


ホ列がセンサーに 
iT つ iVT *。 ぺージ 


• 設定温度附 〇でです。70〜 got : に謂節でをます。 

• 食品の巧呈は約1の〜如 Og でず。 

• 出力 1 孤日 W のレンジ加熱です。 

• 冷ま品(み凍ごはんなど)は あたためを 2回巧してくだをし、日ページ 
* 手動で加熱ずる場合の時間のめやす。吟39^—ジ 


1食品を入れる 

容器に入れて庫内中巧に置<。 
CUD 角皿ははずす。 



P あたためを 押ず 

し 加熱びスタート。 


' 、、/ 
レシジ 

J 1、 

S 正孤 C 


か卜 

1 


今 1 日ページ 


の砂'後 



現巧遍度 を表巧。 


加熱終了 加熱終了音が陥る 
宮品を取出す。 


•ちっと热< したいとを時 3 S ページ 
加熱輯了後、日分な巧に 延長を 巧しで、 ダイヤルで 時間ををわせる。 


食品の 宜 きかた 


•庫内中巧に居く 



2個]^上の場を、中巧に巧だる 


* ちおを聞に置いたり、か 
里の食品を加旣すると、 
正しく肯品の J 思度をはか 
れを発煙，発火の原因。. 


が刷 M 

■ゆで即や目玉焼さを作ったり、あたため直した D しない。破裂して、 
やけど-けがの原因。 

■市販のおべんと5は、ラップやふた、アルミホイルや別宜器の調ほ料 
は取除いてから加熱ずる。 

■库巧底面力卿い（表示部に「ち遍」方備滅している）ときは、耐熱性のな 
し塔器やラップ包装した食品などをのせない。潮ブたり、変形の原因。 
■食品がか量 （ loog 未谎）のときは、レンジ reoowj で様テを見なが 
ら加熱する。 

圓食品び2個城上①马合は、中央に寄せて這<。 

(お巧5せ） 

■加熱中、實品からパチパ于音がすることがありますが、異常ではあ 
りまだん。 

■加热中など、ドアの内側がくちることがあります。 

ドアの内測に度がつを、巧にたれたと定は、巧でふいてください。 


お星げをいとき 

あたためるとおび槪つて庫巧げよごむるとき 
(カレー普） 

ラップは、宮品或はゆったりと、留語のふちは 
ぴつた0おお5 
[5 ジブの破裂防止のため） 

ラップをするとれ上が〇溫度がなめになりまず。 


野免げめ 
惕きそば 
野第の煮ちの 




カレー 
シテュー 

迪敦後、ミ居だる。 

巧き魚 





パ I 


ごはん-ピラフ 

しっと Dtt 上げにし、と巧おわを 
な、る。 


汁ちの （ 1人巧) 

みそ計■すま U 十- 
スーブ 

廉汁をがしかける。 



しゅラまし'! 
A ン K — グ 
烧きとり 


/ ホが線センサーについて（コツとお願い) 


■食品は庫内の中央に田く 

島品の逼度を巧知するために中央に居いて < ださい。 
窗 数個を同時に加熟するとをは、や巧に寄せて雷い 
て < ださし、 

■容器は陶磁器、耐熱性のちのを使ラ 

食品のミにあった大きさの、陶昭器、耐熱性の宮器を 
巧いまず。解凍1リ^^は、スチロールトレーを巧しな 
いでくださし、 

■庫のををましで使う 

巧 巧の温度力 巧い と、赤外線センサーが淀えないた 
め、ブザーが脂 D 市ット表をが出で、運おが 止ま 0 
まず。吟11ページ 

とりけし •切を 巧し、ドアを開けて庫巧び冷めるの 
を待ちず す。 


圏ふたは馆わなし1 

陶器製やガぅス製のふたはホ列線センサーが上手く 
働かなしげこめ巧是ません。 

また、ほとんどの食品でラップは必要ありませんが、 
分里のをいときやカレーなど飛びあるをのは5ップ 
をしまず。ラップをするとせ上が D 温度が抵めにな 
りまず。 

因現巧漏度の表おは目を 

スタートを、の权で現を温度が表おされます。温度 
は島品のおよその平巧温度です。南い時巧であたた 
まるをのは表示しなし場合がお0ます。 


tt 上がり愚度(設定適度)を変えるとを 

(あたため、 S ルク * 酒かん で変更できます） 


スタート後、の砂政内（ランプ点な中）に 
遍度-化上が0ダイヤルを 回して. 

設定温度をさわせる 

—ぶ — ちに回ずとお定溫度が上びる。 
'1^ M .1/ 左に回ずとお定温度び下がる。 



く設定でをる温度> 


キーを 

ちたため 

ミ J レク，沼かん 

温度 

70 〜斯ご 

40 〜脚 C 


日亡ちにで設定でさます。 


(おな15せ) 巧内温をび百いとさは I を更でをません。 


ラップをずるちの 


下記の食品は \ 

それぞれの キー であたためる/ 

B 牛乳-迴かん 
今 ミルク-酒かん れ了べ一巧 
(あたためでは 沸麻した0、上手にリ日热でさない） 

■肉まん-あんまん*パン 
今 レンジ reoowj で様子を見ながら 如 執する 
{说ぺージ「あたため」） 

* 肉まん、おんまんは水をおつでか5翊孰 
(おんがおに辣 < なるめでをなする） 


ラップをしないちの 


自か旧巧ぁたため{苗温•冷威品) 
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お巧品の 

おたため (を凍品を自動であたためる ） / 





りりレ田 i 

fi - ^ 

敗如-う) 

Aft - 弓 

im 

I jxm 

sg 

に g ご 
^ - ^ 

j 。で心 

[fiS 

に- 

■ AM る 

いぉ， 

=Jt ご 

がん 

ゴモリー 

^- i 


包® 


庫巧の温度が高いと 

•プヴーり巧り、あット巧示 
となり巧えまだん。 
とりけし ■切を 巧し，ド 
アを聞けて巧内がみめる 
のを巧ちます。 

岭助ページ 

このあたためがでさます 
■ 冷'ホピラフ、 を巧コ□ッケ、 
など、ホおのレンジ用冷巧 
度品 

■ホームフリージングした 
もの（ごはんなど） 

ホが綜セン。一に 
^ コいて岭巧べージ 

食品の置をかた 
•庫内中巧に置< 



をちじ上の巧を、中巧に奋せる 

*實品を端に居いた0,が 
呈の良品を加熱すると I 
正しく度品の温度をはか 
れず、発蛙-発がの原因。 


冷凍品や巿販のレンジ用を凍實品のあたためがでをまず。 
設定 溫度は3 0でです。70〜如でに調節できまず。 

實扁の好ちは約1日日〜即日居まででず。 

出力邮日 W のレンジ加熱でず。 

手動で加热する場合の時間のゆやす。今39ページ「あたため」 


食品を入れる 

容器に入れラップをして、庫内中巧に置<。 
CUD 毎皿ははずす。 




論 




2 


あたためを 2回押ず 

加熱がスタート。 

参化上がじ温度（設定温度）を変えたし V とを 

啤1日ページ 



哪褚 



南在温度を表ち。 


加熱終了 加熱隨了音び鳴る 
貴品を取出す。 

•ちっと熱< したいとき今36ページ 
加熱終了後、 日过勒 内に 延長を 巧して、 ダイヤルで 時間を を わせる。 

が剧■田 

■ I 庫巧底面が熱い馈お部に r 高温」が点滅している）ときは、耐熱性のな 
し增器やラップ包装した赏品などをのせない。溶けたり、をおの原因。 


(お知らせ） 

国食品を上手に仕上げるため、パッケージに記載された調理時間より長 
くなることがあります。 

■クリームコ□ッケのよラな中身のやわらかい物は、中身がおてしま5 
ことがお0ます。 

巧ち g 器は 

■食品の量にあった大をごの、陶磁器、耐热性の容器を博う。今13ページ 
上ミロカロ熱のつ 

■パッケージに並べ方の記載びあるとをは、その並べちにずる。 

■揚げちのはラップなしで加熟ずるとカラッと化上がる。 

■ピラフなどのご飯類、スパゲティーなどのめは、加熱後かさ湿ぜる。 


6 

自勤渦巧あたため(を凍品)1 


P ミルクを 押ず 

し 加熱がスタート。 


巧‘脚、 加熱表示し、 娜潮こ据巧温度を表帝 



•化上がり遇 度(設定 溫 度）ををえたいとさ W 日ぺージ 
酒かんをするとさは、班〜日日でに設定する。 

加熱終了 加熱除了音げ晴る 

實品を取出ず。 

>ちっとお< したいとさ味 3 S ページ 

加熱終了後、5がけ巧に 延長を 押して、 ダイヤ J レで 時間を含わせる。 


•訊 初 

■巧巧底面ろ礙い馈示部に情温 J が点巧している）ときは、耐熱せのな 
い容器やラップ包装した度品などをのせない。おけたり、変形の原因。 


上手な 加熟のコツ 

■ I 巧巧のが■里のめやず （ I mL = 1巳亡） 
■牛耻=約 200 mL 
•巧かん二的1 ㈱ ml 
•容器の7〜目か目をめやすに入れる。 
•宮器に対してみ星しか入れないと、化 
上が D 溫度が高 < なる。 


■加熱後は 
かさ近だる。 

■首のほそいとつ （0 は 
上1/3をアル己ホイルで 
おおって、しっか0と 
巧ご文る。 


7ル己なイル 


S ルク • 酒かん (牛乳やお酒を自動でおたためる）/ 

I 


1食品を入れる 

ミルクはマグカップに、酒はとコ<りか 
耐おおのコップに入れて産内中巧に置く 

• gfamn 育皿ははずす。 




産巧の温度が言いと 
•プヴーわ贿。、ホット责ち 
とな0棟えまはん。 

と0けし •切を 巧し、ド 
アを開けて産巧びをめる 
のを待ちまず。 

今30ページ 


/ ホ巧谋たンヴーに 
^ つし、て蜂15ぺージ 


牛乳•お酒の置さかた 
•産内中巧に置く 



* 端にちくと化上び0が思 
くなる。また.邢とうし 
た巧内から取出した 
後でを突な沸とうして巧 
び故0、やげどの原因。 


* 設定温度は日日ででず。 4日〜抛で:に讀節できます。 

• 食品の巧量は！〜4巧までです。 

• 出力1如 0 W のレンジ加熟でず。 

• 手動で加熱する場合の跨間のめやす。峰3日ページ r おたにめ J 


目動調理ミルク•酒かん 


よ 

-J 


し 

な 


。は 
ラ熱 
質 使如 
材。をの 
f つ、る物で 
巧げわいク 
をおかをジ 
荒'がのパ 
査さ度ちお 
たさ湿はや 
つホ〇 〇ン 
あのが <ビ 
に器上つ乳 
里容化と牛 
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MM (さしみや肉を自動で解凍ずる) 




T 


• B 1[ 


ご M がが] OM ミ-り二 i - 



固回 
[>〕欧【1!細 


A 4 I 

たモご 




産內の温度が高いと 

■プヴーが族り，ホット表示 
となり桂えません。 

と0けし* 切を 巧し、ド 
アを間けて店.巧び冷める 
のを巧ちまず。 

ジ 


篇品の巧呈は約1邮〜 BDQ 巨でず。 

「さしみ」は出力1 0OW 相当、 r を解凍 J は化力11 OW 相当のレンジ加熱 
です。 

手動で加熱する巧をの時間のめやず。吟39ページ 


食品を入れる 


ラップをはずし、スチ□ール 
トレーごと庫の中巧に置 （ 

が阅《 

ち四、ラップ、飾0ははずす。 



2 解凍を 押ず 

さしみは1回巧ず 


ま解凍は2回巧す 


解3 



加熱がスタート。 


表示部は「解康」が点減し、の秘微こ加熱表前こなる。 

(残り時間は表をしない） 

•仕上がりの調節をしたいとさ啼11ページ 
スタートを、の秘试巧（ランプ捕な中）に 温度-化上がりダイヤル 
を回して n 目め J または r 强め J にをわせる。 


加熱終了 加熱結了音が楠る 
富品を取出ず。 

>ちっと解谏したいとさ今3日ページ 

加熱が了後、日が权巧に 延長を 巧して、 ダイヤルで 時間を合わせる。 


tefMW 

■産内や底面力鄉ぃ鹿を部に「高温」が点滅している）ときは、ドアを 
開けで冷やしてか日使弓。（約1日が） 


自動調理解凍 
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スチ□ールトレーのとき I 


ラップをはずしてスチ□一 J レ 
トレーごと庫内中巧に置< 



r I チ□-ルトレ-がなし、とき I 巧: の場ち、自動でできません I 


平皿の上に、ラップをはず 
した官品をのせ、産巧中央 
に置く 



•ラップ百装のままおぶし忙いとき 

•お；*まから出してしば5< 時巧の 
たつたるの、离けかけている它の 


レンジに OOW」 で樣テを見なが百 
法する 


さしみ： 解凍を 1回押す 
•解凍後、そのまま生で食べるとさなど 
(包 T で切れる半辭凍仕上が 0) 


全解凍： 解凍を 2回巧ず 
ご解凍後、加熱調理すると舌など 
(ほぐせるを解凍れ上が 0) 


習 



まぐろ•切0身唐、 

厚ごが均一でないとさは1 
寄い部分にアルミホイル 
を巻く。 


をび 

冷康時に、重ねないで平 
らにする。 




^—町魚 

ザ無頭、尾などの細い部分に 
らザ!のレミホイルを吾く。 




發切〇巧 

冷凍時にIでをるだけ重 
ねないで平ら[しする □ 


ひを肉 

冷凍時に、薄く平らなお 
に小がけする。 


かたま0肉 

側面にアル吉ホイルをを 
く。 

け上びり 「娃め J を巧 D。 




と0巧 

青巧きのもち肉はI細い部分にアルミホイル 
を昔く。 


•が剧 11 

■アル S ホイルは庫内底面や堅、 


ドアに辆れないよラに昔く。がれると义巧①原因。 


上手な辭读のコツ 

■厚みのある物、かたまり巧などは側面にアル 
吉ホイルを巻く 

側面だけ早く解凍されるのをおぐことができる。 
また、 化上び D 階め J を巧う。 

国細い部分、君い部巧にはアル S ホイルを巻く 
浴凍のしすざを防 C ことげでさる。 

また、寿い物は け上がり 「おめ」を使う。 

国冷凍室か5化してずぐにお凍 
翔ホけけている物、 1 日日 g 未満の物は、辭凍しすぎ 
を防ぐため レンジに如 WJ で極子を見なが6絕 
凍する。 


■ホームフ U— ジングは 
•新强な物を還ぶ。 

•飾0や教击物はお除く。 

• 1回分（約£0日呂）ずつに巧けて、約3 cm 虹 
内に厚さをそろえる。 

•空気を抜舌、ラップなどで密封する。 


自動围理解凍 
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ゆでをの葉菜/ゆでちの根菜 (全の野巧を自動でゆでる) 




三!.; 


. h 

許 


も 


I WW I fvPM I 


~n 


7 . I 


庫巧のミ豆度が高いと 

•フヴーがおり、ホッを 
とな口使えません。 

と 0 けし •切を 巧し、ド 
アを閒けて産巧びぶめる 
のを待ちまず* 

時のページ 


•お巧をわかさず、野萬の下ごしらえか簡単にできます。 
•食品の分置ま葉菜が約の日〜日如も柜菜が約1如〜日 OOg でず。 
• 出力如〇〜3の W のレンジ加熱でず。 

•手おで加熱する巧合の時間のめやず。 - fsg ページ 


食品を入れる 


ぶ食おを洗 IA 水気を煤したまま 
ラジプでピッタリ包む。 

霞平らな耐熱皿にのせて、庫内中みに度<。 

■が細 n ち皿ははずす。 



2 ゆでもの葉菜 または ゆでもの 根菜を 巧ず 

葉，巧，果菜は ゆでもの黃 菜を 巧す 
根菜は ゆでもの 根菜を 巧ず 

加熱がスタート。 

表を部は「レンジ」が点減し、約3 分獲、 

残り時間を表おする。 



り±上が0の調節をしたいとを今11ページ 

スタート後、の砂む巧（ランプ点巧中）に 温度-仕上がりダイヤルを 
回して r 弱め J またはめ J に合わだる。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 
食品を取出ず。 

•加熱がたりないとを今3目ページ 
加熟終了澄、5分喊巧に 延長を 押して、 ブイヤルで 時間を合わせる。 
f 再度、 ゆでもので 加熱しない。 、 

I さつまいわなどは加熱しすざとなり、焦げ-鶏煙‘発火の原因 J 

■庫巧や底面が職い（表示部に r 高温 J が点滅している）ときは、耐熱性の 
ない留器やラップ包装した宮品などをのせなしん留けたり、をおの原因。 

■か星り0日邑未滴）や、すでに如熱されたをのは、 ゆでち のは 度わない。 
レンジ r 日 00 W 」 で様子を見なが5加熱する。 

■さつまいもは、含まれる水がびがなく、焦げ•発煙•発火しやすい廣品 
なので、細くかをいちの0的呂未満）刊果ななどによ0乾燥しているを 
のは、 レンジ r 如 0 W 」 で加熱ち聞を短めにして、樣子を見ながら力日熱ずる。 


(ぉ巧ちせ） 

■加熱中など、ドアの内測びくもることびありまず。 

ドアの内側に国がつき、ホにたれたとをは、巧でふいて<ださい。 


自動調理ゆでちの 
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洗ってラップにちみ、耐熱皿にのせる 

(ゆでちの秀菜を 巧す） 

ブ □ッコ U — •力 IJ フラロー 



か房にがけて太い部がに 
切り込みを入れる。 

なず 



加熱後、水にごらしてアク 
を抜く。 

ほうれんき*キヤ ぺツ •賊など 


薦囊; 


も; 




室と票を亞互に重なでラ 
ップに包む。アクの強い 
物は、邮熱语、水にさら 
してアクを抜く。 

グ U — ンアス K ラガス 



根元の固い部分の巧をむ 
く。穂先と根元を交互に 
重ねて、ラップに每む。 
加熱後、水にさらして色 
止めをずる。 


根菜•义の通りに<い物 
(ゆでをの巧巧を 巧ず） 

じ やがいを*立つまいを 



加熱後、約日お庫巧でむ 
百ず。 

かぼちゃ 



大をさをそろえて平らに 
し、ラップになむ。 

とラをろこし 



おをむいてラップに包む。 
(はじける音がずるとさが 
おる。） 


容器を使ラとき， 

細かく切つたちの- 
が量のとき 
峡 レンジ巧邮 WJ で 

揉テを見なが5加熱ずる 

质知爾 

巧く切ったちの、小さく切った 
をの（にんじん、ミツクスべジタ 
ブルなど）のか至加巧は、おな 
が出ることびお0素す。 

お鋪容器に入れ、ひたひたの水 
を加えた扣巧テを見ながら レン 
ジ rBDDWj で加巧してください。 


例） 


玉ねまのみじん切0 



中1コ巧如居）=約马分 
&たをしないで加熱する。 

にんじんのスライス 





中1本り瓜 g )= 約日〜1□分 
ひたひたの水を入れ、ふ 
たをして加熱する。 


上手な加熱のコツ 

圓洗ったあとの水気を残しにまま加熱する。 

圓厚をや大きさをそろえて加熱する。 

■加熱の途中で、裏返しやか走渴ぜをすると、如熱ムラががな<なる。 
■ほラれん草やなずなどアクの強い野葉は、加親前や加お後に水にさ 
5してアク巧巧<。 

こんなゾニューのとをにを硬利 

•コ□ッケ今じゃがいも…水っぽくな5ず、コ□ッケのおを整えやず 

くな0ます。 

•マーボーなす時なす…がめるとき、油の童を減5せます。 

•かぼちゃの煮物*かぼちゃ…寅込みな峭間力很くでをまず。 


自動围巧ゆでちの 
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巧巧 (ごはんを巧 <) 


曼。…細ジ I 挺為 

)ぉ装5 



® ® 

MfTBlBBH 


お米と水を耐熱容器に入れる 

(水の呈、容器のめやす呼下表） 

忠ホはよく洗い、水気をきる。 

と水を耐熱容器に入れ、ふたをする。 
感庫 内中巧に 置く。 

•郎細 n g 皿ははずす。 


P 炊 飯を 巧ず 

し 則熱がスタート。 



加熱素おお、残り時間を表示。 


► 2 さを棘飯ずるとき 

スタートを、2胖扯ソ巧（ランプ点な中）に 

温度■化上がりダイヤルを 回して II 舍め J に合わせる。 


加熱終了 加熱格了ちが鳴る 
庫巧で約日巧間謂5し、よくほぐず< 


水のち-宮蘭のめやすと快飯時間 


米の重 

] ちり即巨） 

2合柳日呂） 

水の童 

300 m L 

460 rriL 

留器 

直径約リ ciTk なさ約日 cm の大きさのふたごすの耐热容器 

仕上びじ調節 

— 

強め 

の飯時間 

が]のが（惠らしを除く） 

の目4巧（蒸 S しを除く） 


• 水の S はお巧みで加域しでください。 

■ 9合は 温度•な:上びりダイヤルで 晒め J を選んでください。 



•お米のせ量は]〜2さでず。（レンジ加熱でず） 

* 手動で加がする場合の時間のめやず。呼39ページ 


自動調理炊飯 (ごはんを炊く〕 
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ペルシーフライ (が量の巧をかけて才ーブンで烧 <) 


肯皿を怯ろ。 

♦ 




{棚上段） 


貧 W 1(3 ■ぶ感端) 


戸ルにぶ点 I 島ぶ) 



I が * rfl I 「 *5 巧 i f • S I 

[Kw J [ ■» J [- a I 

「。， 1。っ，ィ1「か**1 

〔去這 II 咖【 I 巧づ 


® <s> 

MnSUBSH 


ヘルシーフライで 
でさるメニュ ー 

峡日日〜肝ページ 

エビフラ^^ 

ごけフライ 
と0のから揚げ 
ベジタブルアラカルト 
フライドポテト 


■ヘルシーフライについて。岭日6ぺージ 
•手動で加熱する場合の時間のめやす。■►如ページ 

ち皿ははずす。 

ヘルシー フライを 巧して予熱する 

予熱がスタート。（約1日好） 

反み…。の砂をに現在温度を责お。 



予熱終了 予熱給了音が鳴る 



3□秒ごとにブザーが晴り、 

己日が間はイ呆温している。 

(お 知6 せ） 

保温が終了すると満けて操ホでさない。 
手順1からやり直ず。 


〇食品を入れる 

ム角皿に食品をのせて油を均等にかけ、棚上段にのせる< 


3 


A ま意 予铺後は、庫巧が热< なっているので、やけどにま意する。 

■巧劍《1 g 皿は奥までしっかり入れる。 

スター トを 巧す 

咖熱力な夕ート。（の15分） 

加郵表示し、約6が後、残り時間を表示。 



♦せ上がりの謁節をしたいとを今ページ 
スタート後、20秒似内（ランプ点打中）に 品度-杜上がりダイヤ j レを 
回して「弱め J または閱め J に合わせる。 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 
食品を取出ず。 


■加熱時間を延長したいと舌-►能ページ 
加辣お了を、日巧勒巧に 延長を 押して、 ブイヤルで 時間を合わせる。 


自動围理ヘルシーフライ 
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届泉たまご （温泉たまごを自動で巧る) 



;.えお。ぞ 




oa« t 上ヴ K 

——-ち... 


f 


'- 妻 f 


j ； 



一度に 4 〜日個妨思泉たまごを作ることができます。 

時間は巧4日分です。（オープン加熟です） 

卵と水を耐熱容器に入れる 

(容器のめやす-水の呈- ► 下表） 

な)耐熱曾器に卵を入れ、卵が巧巧にひたるまで水を入れる。 
思)唐巧中央に置く。 

■3 础 11 毎皿ははずず。 

温泉た まごを 巧ず 

加熱がスタート。 

加熱表示し、の2日分棲に残り時間を责示。 





加熱終了 加热終了音が鳴る 
卵を取出し、水につける。 

(やけどに注意する。水につけないと、卵が固まってしま 5) 


宮おのめやす-水のちと加熱時間 


卵城& 

L 玉4〜己個 

宮器 

亩语巧の cm 、 深さ約6 cm のホ去さのがが宮お 

水の* 

岡 llOOmL 

加お時な 

約化分 


■卵は冷お產か5出してずぐのちのを巧いまず。 

巧扁の卵のとさは、 温度-化上がりダイヤルで r おめ J を選んで < ださい。 

felMBB 

■ふた*ラップは使わない。（ホが祿センサーを用のため） 


广おがらは〕 

■品泉たまごはホ列線センサーで水の温度を測り、ヒーターをコント□— 
ルして調理しまず。そのため手動では調理できません。（手邸等でのレン 
ジ加熱は、破裂し、やけどやけ力佩原因になるので、絶対に巧わなり） 


自動調理温泉たまご 
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(煮込み料理を自動で作る) 


松狀…儿 ，端产’ 

L . > J % 
巧共.;仰 

み qrv リム 

1 し . 

X Iff 

か. 1 ::】w 

化■:か■•リ 


oan 吐 ±14 じ ■トト/二 J - 

〇〇 

，ご' - - 

6" とご T レで 

' 

r - - K 

1 4’でち ふ 

1 m W . 

1 C fe 

i as 

f [—壬 

ルでちじ ■ 

巧巧 

シ- 

つつ' 

■WHS 

- - - し、 

K A 

•了 ■ • J 

1 

ミ J に！ 

»か*_ 1 

r ^ -1 

… J _ j 

^TSUBBf 



巧〜的ページ 

ピーフシチュー 
レストランカレー 
己ートソース 


メニュー集記載の煮込み料理が自動ででさます。 
(直乂煮込についで坤妨ページ） 


1食品を入れる 

I 耐熱宫器に入れて庫内中巧に担く。 

* 巧励 m 島皿ははずず。 

を巧製①留おは巧わない。 

〇 直乂 煮込を 巧ず 

し 加熱がスタート。 



加熱表を搜、残り時間を表を< 


〇プ + f — が鳴つたら 

U 食品を取出してかき混ぜ、再び食品を入れ 
スター トを 押す 



加熱終了 加熱艳了音が喃る 
賃品を取出す。 

(曾器び熱くなつているので、 S トンなどを巧う） 


ta 酬 a 

■宮帯は、耐熱性のあるガラスや陶磁器で、底が平5な直径21 cm 深を 
日 cm 程度のふたつきのをのををう。 

(はじめ创日がはレンジ加熱なので、金属製のものは桂えない） 
■メニユー業記載の好量-留器，調理法を守る。 

(ザ量がみいとふきこぼれて、唐巧底面び巧れて、こびりつきの原因） 


广お巧5せ） 

■レンジ加熱から才ーブン加熱になるとを、ブザーび幅り3巧間加熱が 
止まります。食品をかき厦ぜ、 スター トを 巧すと.加熱を觸倫しまず。 
( ドアを開けないとさは、3巧後に自動的に加熱を継硫します。） 


自助巧理直乂煮込 
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才ートメニュー 


巧巧なはメニュー巧に 
したが5。 


だ"。 


. i お 


v ; つ Hr こ.一 r す3 


0 ~ ~ J ： ■ •ぶが r 


II !1 

み ' 心 



11 -- り 
■ 1 - ■リリ ’ Hi 

1 薛ち f 。 クニい 

f — - . - r 

に 


’ V 

::こ^- 


なこ 

.'品' 

[Mi 


、一，-‘- 


1 バと: J - ミ 

1 ;lj 


:占 


可 


メ三ュー集記政のメこューが、蛋号を合わせてスタートすれば、 
センサーのはた弓きで自動ででをます。 


2 



測 S 隻^を歡霞と醉窗阅を猩當 

食品を入れる 

兽品を庫內中みに担<。 

タイヤ ルを 回してメニュー番号を 
「6|シフオンケーキ」に合わせる 


ちに回すと、ニュー番号が「]」一「9」 
にかわる。 

ちに回すと、「日」一「1」にかわる。 


スター トを 押す 

加熱びスタート。 

の砂禮、残0時間を表示。 

n . ヴラタン J 巧.ピザ」では親り時 
間を责おするまで1日が程度かかる 
ことがちる。 


♦仕上がりの調節をしたいとさ All ページ 
スター ト後、甜砂掛巧（ランプ点に[中）に 温度-け:上びりダイヤル 
を回して r 弱め J またはめ J に合わせる。 


加熱終了 加黙終了音び鳴る 
實品を取出す。 

•加熱時間を延長したいとさ時3日ページ 
加熱お了後、日か凹巧に 延長を 巧して、 タイヤルで 時間を合わせる。 


3 



な巧15せ） 

■設定温度の変夏はでさません。 


自動調理才—トメ ニユ— 
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メニュー番号とメニューちは、ドアち側にちあ D ます< 
下準摘はゾニユー集ををおしてください。 


メニュー苗ち 


グラタン 


マカロニブラタン 崎ジ 

ほ5れん草とさけのグラタン^6がージ 
ラザニア 467ベージ 

チキンド U ア 467ベージ 


◊ 

(棚上段） 

I ブ I 」ル觸州 

5 K 市眼の巧巧グラタン（オーブン用）は、 壮上がり 「法め J 
を巧レます。 

(函モレンジ巧は 1 * グラタン ではで立まだ心） 


メニュー丢号 

ミ ピザ 

〇 ビッグビザ 蜂のベージ 

ビジブピザのバリエーション蜂7がージ 
(釉上段5 巧凍ピザ（才—プン巧） 呼柩ージ 

L ブリル加巧で則 


ゾニューま号 


茶わんむし 


◊ 

(が下段） 
け-乃脯です」 


某わんむし 


•46 CK くージ 


ゾニュー番号 


if 肉じやが 

巧じやび 


崎のページ 


己ぶ卿です 


ゾニューをち 

C スポンジケーキ 


(巧下段） 
は-乃 J 11 でず I 


スボンジケーキ 


一68ぺージ 


ゾニューま号 


S 


シフオンケーキ 

シフオンケーキ 
シフオンたーキの 
KU ェーシヨン 


時巧ページ 


がべージ 


丘-み由百です] 


ゾニューを号 



クッキ. 


(巧下を） 

日こ方热6で引 


型巧さクッキー 
チヨコ于ジプクッキー 
ピーナジツバブークジモー 


時巧ページ 
時でページ 
今巧べ—ジ 


メニューま号 


目 □—ルパン 

◊ 


(巧下お） 
け-む M で引 


□ールパン 
あん A ’ ン 

コーンマ3すーズパン 


時 巧ページ 
蜂 77 ぺージ 
畴 77 ページ 


メニューまち 

q ヴクッとフライ 

(ラップ+包装ははずす J 
• 调理港みのフライなどをサク ッとれ上 I 祿 
ず*棉凍品は あたため〔 2瞬 f し） を哇う） 
• 食品の巧■は約1扣〜日拍 g までです* 

一、+1 角皿にオーブンシートをしさ I 食品をの 
阿-か麻で吊 だまず。 

-手動で加おずる場合の時間のめやず。 

斗 3 自ベージ 


◊ 

(棚下段） 


上手な加熱のコッ 

■ち度や厚みのある物は 化上がり r をめ J を梗ラ。 

■巧い切やク U —ムコ□ッケのよラな中さの 
やわらかい物は 化上が0 陆加を巧う。 


自動調理才—トメニユー 









































































両面ク u ル (時聞を合わせてヒーター加熱ずる) 




二 ;^-^ 

广 — ？か 、I c ク诚 I I 〇 1 

^ " JL が J しミ其 J 

互固國 

■ m Wi ] 

し ぶ] 


e 


•グラタンゃビヴなど表面に焼さををつける料理などに巧いまず。 
• 3 日日たの富温で加熟しまず。（温度の変更、予熱はできません。） 
•設定できる時間は1〜孔かです。 

I 食品を入れる 

■ 毎皿に負品をのせ、棚上段にのせる。 

が巧の 角皿は奥までしっかり入れる。 

2 雨面 グリルを 押す 



3 


ダイヤルを 回して時間を合わせる 



1〜10がは30砂を位、 

の〜如分は]巧單怔で表お。 
(30分な上は分のみを表を。） 


4 スター トを 巧ず 


加熟びスタート。 



残り時問を表を C ： 


加熱終了 加熱稽了音が鴨る 

食品を取出ず。 


•加熱時間を延長したいとき♦祀ページ 
加热終了澄、日巧拉巧に 延長を 巧して、 ダイヤルで 時間を合わせる< 


手動围理巧面グリル 
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スピー ドレンジ/レンジ（時間をさわせであたためる) 


■。'可良占 I を讀) 



齒画固 
回固图 

に至一ご JI がか I ドが 




CS^D 

庫巧底面びおい（表示 
部に r 商 温 J が 点滅して 
いる）ときは、耐熱性の 
ない宮おやラップ包裝 
した食品などをのせな 
し、沼けたり、変おの 
原因。 

■か呈 （1 日 Og 未适）のもの 
は レンジ rsoowj を巧 
し、様テを屏なが6加 
なずる。 

上手な加熱①コッ 
■加热時問は、爲品の■[が2 
惜になると2倍弱になる。 
■加熱時間を短めにし.途中 
ででさばえを頁て調節した 
0、かを混ぜや巧おし巧ず 
る。 

■廉こみのとさ 
■ふさこぼれを防ぐため、助 
ず深めの耐敦宮おを巧ろ。 

• ふたがないとをはラップをか 
ける。 

•苗としぶたは、旧な宮おぶ 
りちひとまわりかさめの皿 
やオープンシートでをよい。 


•下ごしちえやお料理、手動でのあたため、煮こみなどに巧いまず。 

• レンジ出力は r スピードレンジ J が1日瓜 W でず。「レンジ」は抓日 W 、 細 } W 
が還べずず 

•設定でさる時間はスビードレンジは1日秘〜日が、レンジ如 OW が1日秘 
〜己日巧、 2 日日 W び： 3 日砂〜曲巧でず。 


食品を入れる 

食品を度の中巧に置く。 
g 巧を m 巧皿ははずす。 


2 


スピードレンジ または レンジを 押ず 


ri 抑 0WJ は スビード 
レンジを 巧ず 


reoowj は レンジを 
1回巧ず 


口 OOW 」 は レンジを 
2回押す 


レン。柳 0" 

ぃ。抑 L 


…ジぶ如1 


_ : 


_ 


つ ダイヤルを 園して時間を合わせる 

\J r - 、 ' - . —— 


レシ ジ蝴齡 


レパ妨趴 


レシ ジ孤?" 

祐 


_ 5。 孤 


货 


10秒〜加おは日お車 
也、况が〜日かはの 
粗単位て患を。 


10が〜日せは1日砂お 
泣、 日〜のかは况お 
華巧で表品 


孤お〜]粉拟胖よ単 
拉、 10〜況1好は1が 
車位、如〜日□巧は日 


/のせは \ 

せ準化で表ち。 

\が况ぁ表示。! 

/ が上は\ 


^かのみをおあ。/ 


4 


スター トを 巧ず 

加熱が スター ト。 



残 D 時罔を表示。 


加熱終了 

加熱終了音げ鳴る 
貴品を取出ず。 

♦加熱時間を延長したいとさ "^3 日ページ 
加熱榜了後、日好 U 巧に 延長を 巧して、 ダイヤルで 時間を昔わせる。 


广お巧5せ） 

■加な中など、ドアの内側がくちることがおりまず。 

ドアの巧拥に巧がごも巧にたれたときは、巧でふいてくだをし、。 

■レンジ出力巧なのため、ブーンとし1ラ音が出た0、止まった0することがを0ます。 


靈暨 K ビ—ドレンジ\レンジ 
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お好み湿度 (化上がり温巧巧設定してあたたゆる）/ 








■:氏5 — ; I が； 


• 赤列棟センサーを巧い、富品の化上が0温ちをお巧みに設定でさまず。 
• 出力1孤 0 W 〜甜 0 W ①レンジ加熱でず。 

• 設定できる湿度は一10〜如た、食品のが重はの100〜日如 g です。 


1食品を入れる 

I 容器に入れて庫内中おに置く。 

•巧制 M 肖皿ははずす。 

2 お好み 温廈を 押す 



Q 温度-仕上がり ダイヤルを 回し、 
お好みの設定湿度に台わせる 



… *1 日 ■ MTC は2む単位、 

日〜孤でまでは日でをので設定でをる, 
ちに回すと設定温度が上がる。 

左に回すと設定温度げ下がる。 


/ 


赤外巧たンヴーに 
ついて蜂 1 日べージ 


巧ラ容器は 

■島品の■にあった太きご 
の、南おお、が孰性の容 
器を巧ラ。- MS ページ 
画&たは巧ねなし\。 

時巧ページ 


イ スター トを巧ず 

t 加熱がスタート。 



加熱表示し、のお後に現在温度を表示。 
(スター ト澄は、設定温度の変更はできません) 


加熱終了 加熱終了音げ鳴る 
島品を取出す。 

•ぶ 駆 1M 

■巧巧底面た嚇い读示部に r 高温 J が点滅している）ときは、耐熱性のな 
い客器やラップ包装した食品などをのせない。港けたり、をおの原因。 

庫巧の温度び高いと 

■スタートを 巧すとブザーび鳴り、ホット表 
おとな0巧えません。 とりけし* 切を 巧し、 
ドアを開けて庫巧げ冷めるのを待ちます。 
(の1日が。ただし、 スピードレンジ、レンジ 
(巧ット表お） は博えます） 



ず動讀理お好み湿度 
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ぷドアち側にありまず 


ぷべビーつードは、 1 巨 ] にぶ熱でさる里はの〜 1 如居 , 


コツとお願い ホ列捕センサーについて/ 

■を品は犀内の中みに宜< 

食品の温度を正しく巧知ずるために中央に置い 
てください。 

侵数個を同時に加熱ずるとをは、中巧に寄せて 
置いて < ださい。 

■宮器は陶抵器-耐親性のちの巧使弓 

島品の星にあった大ささの、陶絞器*耐熱せの 
容器を巧います。解凍切がは、スチ□ールトレ 
一を使用しないでください。 

■庫のををまして巧ラ 

唐内の温度が高いと、赤列線センサーが使えませ 
ん。柿ット表示となりまず）今30ぺージ 


■みたは使わなし、 

陶器製やガラス製のふたは赤が線センサーが上 
手く働かないため语えません。 

また、ほとんどの食品でラップは必要ありませ 
んが、分量の多いとをやカレーなど飛び試るち 
のはラップをします。ラップをすると仕上びり 
温度び変わ0ます。 

巧な温度の表前ま目をです 
スタート後、20秒で屏を温度び表をされます。 
温度は島品のお击その平均温度です。短い時間 
であたたまるちのは表おしない場音がありま 
す。 


□ U 

邮 

日日 

加 

40 

30 

如 




m 


實 


酒かん 

あパ 
たン 
た - 

夕一 •' チヨコレート 

I 〔おかす） 

■ バターは、巧 3 cm のち切りにする。 

めピ 
にザ 
な 
ど 

ぺビーフード 

め - 


酉器に移しかえて加蔚する。 

冷凍した6のは、あたため6打走せん。 

ホちゃんにちえる前にがず温度を植かめる。 



バター - ク U— ムチース 
(柔らか < する） 


アイスクリーム（巧 5 かくずる） 

• 巧至は 1 の〜 500mL にする。 

■ ふた物ぶたも ) はがず取る。 



<お好み温度と食品のめやす> 


< お巧み遍度表を > 
(本 恥 


設定でをる温度 



90 


90で 
85 

75 

60 

50 

40 

20 


スーフ 

カレー 

おかす 

ごはん 

ミルク 

强かん 

ベビー 
フード 

バター 


アイス 


手動開理お巧み温度 


こはん-おかずの 
巧たために 
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:ンを化を発度をせる) 


食品を入れる 

角皿に食品をのせ、相下段にのせる。 
■那抑 n 肖皿は奧までしつかり入れる。 


2 発酵を 巧す 


夕づ y 


が地， 


恥では1回巧す 
如て:は2回巧す 


Q ダイヤルを 回して時間を合わせる 

知"口で1〜1日がは30お単化、1日〜3日おは1分車巧、 
な■兴 30〜。日分は日が畢位で表を< 

(の分な上は巧のみを表お。） 


4 スター トを 巧す 

f 発酵びスタート。 

，端 ' U 口で 残り時間を表ち。 

ぶも气。(途中で諾酵温度の変更はでをません。） 


善 

加熱終了 加熱按了音が鳴る 
宮品を取出す。 

•発薛時間を延長したいとさ崎36ページ 
加熟挺了後、日がけ巧に 延長を 押して、 ダイヤルで 時間を合わせる, 


广ぉ巧6せ） 

巧本まメニュー集では、発酵は4日ででの作り方です。 

巿版の料理プックなどで作るときに抑じをお使いください。 





* パンま化の^薛に巧います。 

•設定できる温聞ホのむと如で、時間は1〜で〇ザです。 


手動調理発酵 
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才ーブン (湿度-時間巧合わはて才ーブン加熱する) 

(モ熱なし） 



ぉ叫 f 巨苗 

を，ヴ I にご..恆骑 

r '^ 



@ (女 


r お巧弓だ: ） 

温なと時巧どち5からでち 
合わせることがでをます n 

上をな加熟のコツ 

今3日ページ 


設定できる温度は1日0〜巧日で、時間は] M のがです。 


1食品を入れる 

I 角四に窝品をのせ、姻上段または棚下巧にのせる。 

•がを™ 角皿は奧までしっか0入れる。 

P オーブンを 巧ず 

f ■— .. : V 


3 



温度*仕上がり ダイヤルを 回して 
温度を合わせる 



1日日でが表示される。 

(1 弧〜の0で、 W で:単位で表示。) 


4 


ダイヤルを 回して時間を合わせる 



1〜1日かは30砂車な、1日〜30巧は] 分単位、 
弧〜13日巧は日分單がで表を。 

(の巧喊上は巧のみを表を。） 


5 


スター トを押す 

加熱がスタート。 

残り時間を泰お。 



♦逾中で温度を変更したいと去 
忠才ーブンを 巧ず（温度表おが点滅） 
⑥ 温度-化上びりダイヤル でをわせる 


加熱終了 加熱薛了音わ喝る 
食品をお出す。 


♦加熱時間を延長したいとを畔3日ページ 
加熱路了後、日が凹巧に 延長を 巧して、 ダイヤルで 時間を合'わせる。 


をの調理才1プン{ホがなし) 
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す完日た 


(温度-時間をさわせて才ープン加熱ずる) 


ずおのとさは、ち皿 • 
食品は入れない。 


予熱が必要なゾニユーのときにをいます。 

設定できる温度は1邮〜2加で、時間は1〜120せでず。 
予熱は自動的に巧いまず。予熱時間は岡日〜。ザです。 


—も 
- m 


〇!"侧 



:-技骑巧旅な 



f 苗引 

h 別 

:别 


1 RE 1 

( 〜んシー1 
[の . f 

.ミル。 1 
ふ:み 1 


1 阁 

(正。と! 

1 

-- h 


1 オーブンを 2回押ず 

•な rito 

負 m ははずず。 



P 温度-仕上がりダイ 
温度ををわせる 


中 ルを 回して 


n ?/ 巧て就想祝れる。 


(1 册〜巧日で、1日で単位で表示。） 


巧巧 D 5せ） 

現な温度は、巧巧のおよ 
その温なでず。 

途中でドアを開けにとさ 
など、表示とま底の湿度 
が異なる場合がを0ます。 


3 


スター トを巧す 

予熱がスタート。 



加熱表をし、の秒後に現在温度を表示< 


予熱終了 ず熱終了音が鳴る 
3日秒ごとにブザーが睛り、如ザ間は保温している。 



お巧5だ） 

イ呆品が職了すると統けて操作でホない C 
手順 1 び5やり直す。 


手勤旧巧才—ブン(モ熟あり) 
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C l 熱ず^ 

4食品を入れる 

角皿に食品をのせ、庫巧にセツトずる。音 



予熱後は、唐巧が熱くなつてしぶので、 
やけどに注意する。 

C 1 MD 頁皿は與までしつかり入れる。 


5 


ダイヤルを 回して時間を合わせる 



日巧は如砂単む、1日〜加巧は]好■単位、甜〜。日分は 
曰分單巧で表示。（のが'切上は好のホを^お。） 


6 


スター トを押す 

加熱びスタート。 

お —1残り時硬を表を< 



お途中で湿度をを夏したいとき 
の オープンを 巧す（温度表をが点滅） 
③ 温度，化上がり ダイヤルで 合わせる 


加熱終了 ！日熱聰了音び鳴る 
貴晶を取出す。 

•加熱時間を延長したいとを吟％ページ 
加熱終了後、日分な巧に 延長を 巧して、 ダイヤルで 時間を合わせる。 

上手な加融のコツ 

■ガスオーブンや巿跟の料理ブックでの巧りちの温度や時間に合わせた墙合、化上が 
0がよ<ないことがありまず。 

次回か6はお好みの化上がりになるよ3に温度や時間をかえてくだ立い。 

■調理中は、ドアの開閉は控えめに。（産巧温度び下びる原因） 

■加熱後は、焦げを防ぐため、ずぐに取0出す。 

才ーブン（予熱あり）のコジ 
庫内温度び下がると、化上びりが悪くなる。 

•予熱中にドアを開けない。 

•予熱後は、でさるだけ早く赏蟲を入れて、加熱ずる。 


手動調理才—ブン{で熱おり) 
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加熱を延長ずる 

■ I ■ ! 


•加熱使、ちうかし加熱したいとをにおいます。 

•加熱格了接かち日分問は、設定したレンジ出力ゃ才ーブン温度を記憶しているので、時間 
を合わせるだけで、再度加熱できます。 

•設定できる時間は10砂〜の分 （あたため、 S ルク•酒かん、スピード レンジは 日分まで） 
です。 


1加熱終了後、日分政巧に 延長を 押す 


2 ダイヤルで 時間を合わせる 

1日秒〜5分は10砂単化、日〜扣分は泌砂單位で表お。 

巧ががまがのみを责お。 あたため、ミルク■酒かん、スビード レンジは 日分まで) 


3 スター トを 巧す 

加热がスタート。 



加熱終了 加熟校了まが偏る 
* 延長加熱後ち同じ手順で、再び延長でさまず。 


广お巧] 5せ） 

■加熱中に 延長を 巧してを奇巧けません。 

■加教艳了を、日分ずぎると、自動的に電源が切れるので、延長でをません。 

■►2ページ「すートパワーオつ」 

こんなとさに使ラと煩利です 

■厚みのある肉、かたまりの肉などを焼いた5加熱の足りない部かがあった。 

■市販の料理プック通りに作った5焼さ色が薄かった。 

■飲み均をあつあつに化上げたい。 


手巧旧理加熱を延長ずる 
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メモ y — (お巧みの加熱方まを登録ずる) 


よく作る料理やメニユー集の手動調理などの、お好みの加熱ち法を登録しておくキーでず。 
(レンジ，オープン' グリ jUD 手動調理が1つ登攝できます。 発展は 登録でをません） 

ゾモリーを席えば、租合わせた連続加熟をできまず。谐録のしかたく刚2 >を参照） 


登録のしかた 


く例1> 


オーブン riTo た」で3呪を登碌する 

*タニューを71ページ「ベイクドチー:7：ケーキ」など 


1 

2 

3 

4 


ドアを開閉して、 

表示部に阳」を表おさせる 

オープンを 押し、 

温度•仕上がり ダイヤルで 
「170で」にをわせる 

ダイヤルで 「犯分」に合わせる 


メモリー を2回巧ず 

登録完了ピッビ- 

—— く例2 >連続加熱の設定 


レンジ「妨附 VJ で7せ時 
レンジ「20日 WJ で 1 B かを豈録する 
、，_*ゾニュ^集放べージ r ごはん（炊族)」を手お加ななど 


ドアを開巧して、 

表示部に「0」を表示させる 

レンジを 巧して reoowj にをわせ、 
ダイヤルで 「7分」にをわせる 

ゾモ U —を押す 

(ピッ） 


rsoowj に食わせ、 

に合わせる 


1 
2 
3 

レンジを 巧して 巧 
H ダイヤルで ri 8 分 J 

5 メモリーを 2回巧ず 

登録完了ビッピ - 

連続調理について 
■レンジ♦レンジ、 または、 

才ープン （ヴ リル） 時才 ープン （グ I 」 ル） ①設定がでさまず。 
■ス ビード レンジを 設をずると、如よ忙 mwj また!ま「沈 0 W 」 
のみの固まになじます。 


巧い方 (< 巧目 >の場合で說巧しまず) 

1 


メモ U —を 巧し、 
登録内容を確認ずる 


巧お部に、登録ごれでいる巧宮び巧をごわるので、 
跑詔する。（登錶ご〇ている内容び脂な表おご打、 
スタートランプび点滅ずる） 


レ… 班 3* 

1 

。。口 ぷ扣 

1孤。 

う 

マ 

恩ぶな 


2 


スタートランプが点滅した5 
スタートを 押す 

加熱が スター ト。 


レンジ R 脚叫ががわると、 
続けてレンジ 「200 VV 」 の5ち 
0時巧を表を。 



加熱お 了 濯約了きぴ咱る 


■メモ U —を 性うとさは、表示部に表おされる登 
緑内宮を確認してから、調理する。 


(お知らせ） 

■おを時-巧巧持とちに、溢中で罔适えたとをは、 

と0けし* 切を 巧して、最巧ひらや0直しまず。 

■ゾモ I 」一呈緑済みのとを、 新たに菩錄の操作をすると、 
登録巧みの内容げ消ちされ、新たに登録した内宮に巧更 
ごれます。 


手動围理メモリー 
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I ストの規ま方 



(棚上段） 


叫を;^ご 


費ブ‘35 .均 i た占^3 


ごと：■巧 OW 




け’。’の 

1觀如貧 

r 巧でで巧 j 

:! 

クでが） 

，•巧 J 

1 

1 "•一 
,け •> J 



、レシー 
ク5 干 

广ミ JV ゥ 

fl か hi 


な! 

■ぶ化 

パ IJ — 




I ^―ストのコツ 
■巧巧温度が下がると、 
化上がりび悪< なる。 
■予熟中にドアを間け 
なし、 

•そ辞後はできるだけ 
早 < を 品を入れて、 
加热する。 

■巧を色はパンの巧類、 
居さなどによって異な 
る。 お巧みに台わない 
とホは様テを見ながら 
焼く。 

■続けて I ストを放 
くとホも I ず勒か5 
巧う。 

[予热時巧は巧 < なる） 


• 予热してか 5 焼くことで、表面はサクッと、中はふんわり仕上がりまず。 
•持間はず熱が約 1 粉、加熟が約 4 かです。 


1角皿を棚上段に入れる 

を； 三天 寺2回病子-- 


Q 温度-仕上がり ダイヤルを 回して 
^ 巧〇〇で」に合わせる 

•‘ .1 > • -J—* •- .'...一.】 ' '---• , •- - / •い W •.い..一■り-'.'—…•一 _ 1 >_ .‘上一いが :' - M --.' — ‘II ■パ 11 ( — fiiif *' ■ V 、...一..'り 一 

4 スター トを 押す 

，すががスタート。（巧1日ザ） 


ず熱搭了 ず辣終了音が D 启る 

30巧ごとにブザーがおり、日0が囲は保温している。 

f お巧5せ な品が終了ずると病けて探巧でさない。手お1からやりなず< 

■n=~t rti WJTTTTn t nnT~*r *71 irm-rjfi n つ ir—F irfr iT~-^~Tii 1 一 - Tur r—rrT ’r 广 rv 一 -'''* ti~u r - v—u - g — -•".. . 化 ,— 王 -- rtw* -i n - 

c 角皿を取出し、パンを入れる 

^ バンを角.皿にのは、が上投にのせる。 

1 〜 4 おまででさる。 

也を旁モ熟後は、ち皿や库内が熱<なっているので、 
やけどにま貴ずる. 

お励 n 負皿は奧までしつかり入れる。 


6 温度-仕上がり ダイヤルを 回して 
U に如で」に合わせる 


7 

8 


ダイヤルを 回して r 4分」に含わせる 
スター トを押事 

加新がスタート。 

加熱終了 加執隨了音び巧る 
貴話を巧出す。 

•ちつと焼さちをつけたいとさ *436 ページ 
加熱絕了を、日分切巧に 趣 長を 巧して、 ブイヤ ルで 時間を合わはる< 


(:お巧5せ") 庫巧が大さいので、時間がをめにかか0まず。 


手面旧理トーストの焼きち 


如 


手動で加熱する場さの時間のめやす 


加熱時間は、電漏電圧，室温，唐内温度，が星- 


友たため (レンジ r 邮日 WJ で加熱する) 


たユー 

が星 

匪時間娜やず 

ごはん 
ピラフ 
しゅ5まい 
焼き魚(ラッ薄り) 
み研 
スープ 

焼きそば}ラップ 
野菜贼め 
ミルク 
遇かん 

驗備秘 ) l 5、 y ：； 

ヵレ-時 

1人分り班呂） 

] 皿に日日目） 

1日コ（ぶ日 g ) 

] 切 C 70 g ) 

1 杯 (150 mL ) 

] 杯巧弧 mL ) 

1 an (300 g ) 

1皿牌日呂） 

] 杯巧弧 mL ) 
け不 （1 日 OmL ) 

1皿巧日日呂） 

] 皿脚日邑） 

約知巧〜]分30巧 
約2巧〜2巧30秒 
約2巧〜2淵]秒 
約知巧〜]か 
約1淵砂〜2巧 
約神〜己侧秒 
約2好〜2が进秒 
的2せ〜2分30砂 
約1分«〜2が 
約け〜約け抓よ 
約2お〜3巧 
約3巧〜4巧 

を 

廉 

写 

今 

有 

D 

ごはん 

カレー 

焼定おにざり 

ピラフ 

しゆうまい 

1 入巧り日贴） 

1 nn 巧邮 長） 

2コ （ lOOg ) 

1 皿巧加 g) 

1日コ牌 5 巨） 

約3分〜3巧況秒 
約4せ^日か 
約1が胖知2巧 
約4巧〜5分 
約4巧〜日巧 

肉まん 
,おんまん 1 

1コ （1 日日 g ) 

] コ（1日昭） 

約加秒〜1お 
巧抓巧〜1巧 

'冷凍肉まん 
冷凍あんまん 

] コ （1 邮 g ) 

] コ （1 日姐） 

約け》〜1分瓣 
巧 1 巧〜1巧孤秒 


1 mL = 1 CC 


解凍 (レンジ r 別 owj で 解凍す る) 


分置 

加が時間のめやす 

1. 

1 日〇呂 

お] 1 巧 

ご 

の Og 

約！お3日砂〜2分 

k 

3□日 g 

約3巧如邸〜3分 

左 

1 日日邑 

約 1 巧 30 砂 

を 

200 g 

前己好〜2か3日秋 

凍 

3□口 g 

約3巧〜3脚砂 


初期温度などで変化しまず。 


ゆでをの 〔レンジ r 如 DWJ で加熱する) 


巧量 

加熱時間のめやす 


] 孤呂 

前]お 30 秒〜 2 か 

棠 

累 

細} 臣 

約 2 巧 4 日砂 


300邑 

約3 巧 3 日砂〜 4 巧 


100 g 

約己が如秒〜 3 分 

根 

甜〇巨 

の 3 巧 3 日秒〜斗分 

某 

300 g 

約日分〜 6 分 


班〇呂 

約日分〜 1 口が 


•根票は残り時間1巧で、食品を星返す。 


へ J レシーフ ライ 


ず 

熱 

オープン r 如 trcj 約 1 日が 

加 

熱 

才ーブン 「巧日た J 約1日巧〜1白分 


才-卜だ: L -「 日サクジとフライ」 厕ブリル 進ずる) 


分ち 

加熱時間のめやず 

港 

嘉 

1 日日〜 300呂 

約に か〜14 分 


炊飯 


米の分ち 

加熟時間 

] 合 （1 证巨） 

2合巧〇〇貨） 

レンジ 「6 rawj 7ザ+ レンジ TEiimiiai 日巧 
レンジ「6拍 WJ 日巧十 レンジ r 孤 Mji 日分 


こんなとをは手動で加熱する場合の時間のゆやす 
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お手入れ 


お手入れのとをにはををのため、巧のことをおずお守0<ださい。 


[ A 警告 

\ 

電源プラグを抜< 

を 

巧ヴをを< 

J 

•姑れた手で振差ししない。 

感電 *けがの原因 




■本ホの周囲ち這潔に 



■巧やスポンジとうすめた台所用中性 
ミ 先剤を使い、次の物は使わない 

据，さび. ドアの ひび， 割れの原因。 
•みびをお，クレンザー〔産巧底面の白を 
のたラ互ック部のみ使える） 

•金属タワ シ‘ 

スポンジのナイ n ン面など 
•アルカ U 性や酸性の洗副 
• 揮発性の溶副や惡品 
才ープンク U —ナー-阿巧 
ベンジン-シンナーなど 



ガソ U ン 


脱臭 (庫巧の臭いが気になるとを） 


産阿 こ 脂貴抗菌 コーティングがしてあり、ヒーターの 高温で臭し唯やわらげます。 

* 抗菌効果はつィルム密着まにより1脚日本富品か巧センター、邮京都挪を物研究所で確設した; 
をのです。 

库巧にミちれがついていると、落ちに<ぐなるので、みさ取ってか5行つてぐださい。 

庫巧をカラにする 





とわし 

祀旣口吗 ) 

涵 

得 

广 1 f •! Jl '? 
L ,。 ルが J 

fw レシー i f tjki ■つ 1 

1 ご^イ 1L J 

る t jisy— 

- J ^ - ri 


公' ^ 


mMmsB 

ち皿ははずず< 


〇 脱臭を 押ず 

に_ 脱真がスタ- 


脱真がスタート。 
(糾日巧） 


終了紹了音び嗚る 



、 加勒をお货、 

巧 D 呀罔を表示 C 


i こまめにお手入れ 

巧れたままではミちれが落ちに<<なつた 
り、 がに‘煙*さび*腐を *ドアのひ 
，び-割れの原因。 j 


注意 

加熱中や加熱をは、高遍部(庫巧•本が-天面 
など）に轴れない。 

高温のため、やけどの原西。 


A 注意 

本体か冷めてが 6 巧 5 

〇 

やけどを巧ぐため 

ホなお fi ミす 


こんなときは发手人れ 
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J 


本巧 

かた<巧った果 S かい巧でゐ< 

巧れがひどいとさは、ラすめに台所巧中性洗剤を巧ラ。 
がず、洗剤をよ<ふを取る。 


庫内 

* 庫巧に汚れげついたまま調理 
を巧うと、巧れが落ちに<< 
なります。巧れは早めに舟き 
取ってくだごい。 

脱真な菌コーティングがして 

ある。 

•コーティングを長持ちでせ 
るに也に、固い物でこずら 
ない。票らかい巧でふく。 

■庫巧の貴いび気になるとき 
は、 脯奥を 巧す。呼がページ 


庫内底面（白色のセラ吉ック部) 


衝普を加えたり、水をかけたりしない。 
ひび*割れ*故障の原因。 



* 割れに D 、 〇びげ入ったときは、そのまま巧巧せ 
ず、技資上げの販売店にご相談ください。 

そのまま巧用ずると、火花び出たり、故障の原因 
になります。 

* 巧りがつしすこまま調理(時にヒーター加熱)域子うと、 
斑点やシ5状になり落ちに<くなります。巧れたら 
ずぐにふさ取ってください。 


巧れが落ちに<いとき 


ラップを丸めて、液体クレンヴーをが量つけ、こす 
り幕とし、 挽れなをんで巧、き取る。 


外観 

ドア*操巧パネル 
油ミちれを残さない。 

ひび-割れの原因。 

ラずめた台所用中性な剤を 
巧う。 

■吸お □ 日ページ 

巧肖目を紐持するため、ほこ 
0びつかないよラに、をい 
た巧で定期的に瓦く。 


取皮出 □ (カ パー） 


巧れをつけたままをわなし、 
焦げ-乂巧の原因。 


を属タワシ 、めれたななどで 
強くこす5ない。 

据-破れの原因。 

み巧れびひど<雷ちないとを 
は、販売店にご相談のラえ、 
覃疵出口のカバーを究換し 
て皆ださい (有料)。 


付属品 

スポンジなどでこまめに巧い、化ちをふ< 


<51 席 fO ■金属タワシなどでこすらない隔の原因。 

■角 皿は 急冷しない変おの原因。 

ちめるまで待つ。 

万一、蜜おしたとをは、國のよラに調理台などを利巧し、 
幹かに巧して蛮形を直す。 



こんなときはお手乂れ 
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お料理が 5 ま < でまないとを 


♦ごはん-おかずのあたため 

7 TZ I _ _ r 


食品び3ま< 

おたたまらな L 、 

■食品がを属普器 • アル5巿イルでおおわれていませんか。 

レンジ加熱では、金庙哲器は桂えません。 

おたため で友たためてを、 
なくな5ない 

•みた (固器やガ5ス製など）を巧っていませんか。 

ホか髓センサーがラま < 勒さません。 

• を品を中巧に居いていますか。 

端に置くと、上手にあたたま0ません。 

•度品の至がかなずざたり、をずさませんか。 

IQOg —即日 g が上をにでをる分ちです。 

☆を5かし加熱したいとをは、 延 S で時間を合わせ、樣テを見ながら加勃して 
<ださい。 

友た ためで 友たためると、 
巧くな日ずぎる 

•會品のちがかなすざたり、をすぎませんか。 

〜日〇日 g が上手にでをる分至です。 

•貴品の呈に巧して容器げ大をずぎた D 、 小さず苦ませんか。 

ごはんがぬるい、友ご U 

•實品のちにあごた費器を博っていますか。 

■食品を中みに畳いていますか。端に畳くと、上手におたたま0ません。 

■壮 上がり溫度 (70 〜弧で) で韵節してください。 

ち巧ごはんが 
おたたま5な L 、 

• ちたためを 3回巧していますか。 

• 食品のちにおった含器ををっでいますか。 

•度おを中央に吾いていますか。喘に畳くと、上手におたたま日ません。 

■な上がり湿度 （70〜如た）で語卸して<ださい。 

ごはんが J てサつく 

•加熟前に水をかしかけると、しっとり け 上がります。 

力シチュ HW くな5なり 
な U ところとめるし化こな巧る 

■カレーなどとろをのあるをのは、 ホ上がり品ち を高め（お〜日日で）に合わせ 
ると熟 C なりまず。また、加熱後はかさ遏ぜます。 

をぶ品がちたたま百ない 

■冷凍品は、巧器に入れて あたためを 2回巧します。 

巧を魚の身わ踊び巧る 

■ラップをして、榜子を見ながら ぶ 熱しまず。 


善のみちののあたにめ 


牛みた端くな0ずぎる 

■ 吉ルク • ミ国かん を巧っていまずか。 

おたため では、熱くなりすざます。 

•カップに巧して牛乳をがさしか入れていないと況隐ずることがあります。 
■カップの7〜日巧目まで牛乳を入れます。 

それよ0かないとさは、 仕上ぴ〇温度を ほめに合わせます。 

お巧がお<なりずぎる 

■ミルク•苗かん を桂い、 通な*吐上が0ダイヤルで化上がり通度を 「日日て;」 
にをわはていまずか。 

上の方と下の方では 
洁度た谊ラ 

■加熟對まよくかき湿ぜます。 

* 首の細いとっく0は、首の就分をアル5巧イルでおおって加熱すると上下の 
差げかな<な〇まず。 


こんなとをは お料理がうまくでをないとき 
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•解凍 


参ゆでもの 


参オープン-グ U ル料理 




をっぽといころと、 
できすさのところが 
想をずる 


•じやびレをなど2@じ止ゆでるとさは、大きさをそろえて<ださい。 

ほ5れん草などの葉栗堤は葉と室をを互に重ねてください。 

☆さらにが熱したいとさは、 延 * で時間を合わせ、様子を見ながら加熱してく 
ださい。（再度、 ゆでち のは 巧わない） 


广 

貪品び雨えた 

• を品の厚みは巧一ですか。 

► 冷凍時に良品の厚みを3 cm 助下にそろをてください。 

• 5ッフをはずして箱凍しましたか。 

■スチ□ールトレーを怯っていまずか。 

►スチ□ールトレーがないときは，平皿の上に、ラップをはずした宮品を 
置いてください。 

•冷康庫から出してずぐ解凍しましたか。 

►時間がたったりおけかけたものは、 レンジ r 2 MWj を博い、標子を見 
なびら醉谋してください。 

巧法不足 

■を品のまがホなすぎた0、多すざまだんむ。 

1□□居〜姐彼が上手にでさる巧呈です。 

☆さらに辑谏したいときは、 延長で 時間を昔わせ、様子を見なびら邮熱して< 

ださい。（巧度、 お凍は 巧わない） 

— 一 — -J 


才ープン•グ理を胜 
でを上が0び悪い 


グラタン： 

麻く度に規まちび这ラ 


加熱中、ひんばんにドアを巧閉しませんでしたか。 

化の料理プックを巧ったとき、出巧上げりがをホ異なるおさがあ0ます。 


チー； X の撞類•呈により焼を色が覃なります。様テを見なが6焼いてくだごい。 


ラまぐぶく S まない 


邮はしつかりななてましたか。バンド=キヴーの先から港ちる生地で、で 
字びまける < らいまでミ包立てまず。 

粉を入れるとさ、展ぜずすていませんか。サック I 」と底からず C い上げる 
ように湿ぜます。 コツ- ►のバージ 


ケ ーキ： 

巧立てがラま<できない 


ボウルや A ンド5キヴ^に水分やお分がついていると、泡立ちが悪くな0 
ます。 コツ 阻べージ 


クッキー： 

麻をちにムラびおる 


を地の厚みや大きごはち一ですか。 

を化は厚か-大をごを均等にしまず。 コツ 哼72ページ 


こんなときは お料理がうま < ですないとを 
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巧盾かな？と思った 5 

お理など巧巧される前に取扱お巧害をよくお読みの上、巧の点をお調べくだ立い。 


♦正しく動かない 


广 

• 電源プラグをコンセントに盖化んで、ドアを開閉しましたか。 

• ドアを閉めてから日分を過ぎていませんか。 

► ドアを開問して < ださい。 

C 電源プラグを差込んだだけでは、责をは出ません） 

巧示びおない 

加熱終了を、5かず苦ると、自載)的に電源が切れて表をが消えますが、 

巧障ではあ D ません。「才ートパワーオフ」のため -^2 ぺージ 


•巧垂していませんか。 

• 電源プラグびおけていませんか。 

■ 於お渡のヒューブげとんだ0、プレーカーた靖ちでいませんか。(蜜流留量す足) 

キーを巧してち 
巧巧しない 

• ドアは確実に閉まつています立、。 

• ドアを閉めてから日巧を過ぎていませんか。 

►ドアを開閱し、をラー度キーを巧して<ださし、 

「オートパワーすつ」のにめ♦己べージ 

すぐに加なが止まる 

•庫内底面が就いとき、正しい食吊の温度び測れず、加熱を止めることが 
友0まず。 

► ドアを開けて庸巧げ冷ゆるのを待つか、 レンジ r 日日 0 W 」 で樣モを 
見なび6加熱してください。 


♦音びする 


广 

加熱中、加親後に 
ちびずる 

• 加熱中に r カチカチ J する音は、加熱をコン ト □ール（制御）している音 
です。 

-レンジ加熱中の「プーン」 r ジィージィ ー J 「チリチリ J 「カジチン J 等の 苗 ま、 
レンジの勤ホ音で、故障ではち D ません。 

-巧による膨張、収搞でポコッ、キシキシという音が出ることがありまず。 



加巧が了を、プザーが助る 

し 

• 「出し忘打お知らせ J を設をしていませんか。 時 12ページ 
良品をすぐに取出さないと、加熟後か61巧ごとにブザーび鳴 D ます。 
0日が間） 

•义花や煙が出る、庫内底面のを色 

广 

义巧ぴおる 

•を‘銀模様の容器、軒をなど金属を硬った宮器を硬巧していまだんか。 

•庫巧の壁にアル己すイル、を串などを属ぴ邮れていませんか。 

• 食品の量びきわめてがな<ありませんか。今のページ 


-罢放出□、庫巧底面に巧れ惟品カスなど)がつし\ていませんか。如 n ぺージ 


巧び化た0、 
いやな臭いがずる 


•カラ焼さをしましにか。吟1己ペーシ 

庫内のミ由を焼き切るため、煙や貴いが出ますが、巧障ではあ0ません。 
• 庫巧やドアの巧倒に富品カス、油などがついていまだんか。 

►産巧の臭いが気になるときは、巧れをふさとつに後で 晚賣を 巧つでく 
だごし、-スージ 


ま巧ち面が 

巧点やシ S 巧に巧ちする 


•庫巧底面に巧れびつし祀まま、ヒーター加热を巧うと、熟により巧れ抓席 
走つさ、シ S のよラにな0まず。 

► お手入れを巧ごてくだでい。吟41ベージ 
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こんなときは 故障かな？と思つたら 


品名（兰菱才ーブンレンジ) 
形を （ RO - LD ? 日） 

お買上げ曰（年月日) 
故障の化況（できるだけ員な的に) 
ご住所（化近の目印などち） 
おち前‘雷話番号‘訪問を望曰 


ご連結いただ舌たい巧容 


政上のことをお調べになって、それでち不具昔が 
あるときは淀用を中止し、おず里源プラグを巧い 
てくださし、 

巧隐のがミ兄と表示部の巧巧を（啦、 AJ 、 の、 
E 己、巧、巧、 fS 、 n 、 P 口、 Pi ') をお買上げ 
の販売店にご連描ください。 


+付属品のお頁いまめは、お胃上がの版売ちにご相お<ださい。 


•表示について 

心— •—一 J 


^表を部に「直通 J が 
点打している 

•オープン’グ IJ ル加熱中に庫巧の温度び亩くなると1岳巧してお知らは 
します。 

プザーび暖曰 
巧をがに「言ミ豆 J が 
な威レている 

•産巧底面の温度が高<なっているとをのお知らせでず。 

►素手で軸5ないでくだごい。（やけどの原因） 

また耐熱せのない留器やラップ包装した食品をのはないでくだご 
し、。（おけ、変おの原因） 

* 「苗遍 J げ岳滅していてちキーは夏巧けまず。また、 とりけし •切を 押 
すと、「高温 J は消えます。 

プザーが暗0 
ホッ巧示が点爲する 

•あたため、 S ルク•酒かん、招ぷ 1 ゆでちの黑巧、ゆでもの根ま、お巧み 
温度で 産巧の温度び高いとさに表をしまず。 

►と D けし， 切を 巧し、ドアを開けて唐巧び冷ゆるのを巧ってくだごしん 
(ス ビードレンジ、 レンジは 巧えまず） 

"おたため • スタート"の 
ランプび点巧ずる 

•加熱の送中でドアを閱けると点滅します。 

►続けて加熱するときは スター トを 巧してくだごい。 

加熱しないときは とりけし* 切を 巧してくだごい。 

表示がに r デモ J が 
ををされている 

V 

•店頭展を巧（デモ）モードになっていまず.（キーを押してを加熟されま 
せん） 

►電源プラヴを掘いて、数轉をに再度差込んで<ださい。「デび 
おえ、デモモードび解除されます。 


•調理のでさが悪い 


食品が加節されない 

■ レンジ加熱のとさ、食品が金属容器*アル S ホイルなどでおおわれていま^ 
せんか。 

•あたため、 目 副 キー、 スタートを 巧し忘むていませんか。 

• 责を部に「デモ J が表示されてし)ませんか。 (店頭履示用（デモ）モードに 
なっています） 

►里庶プラブを巧いて、数秋後に再度差込んで<だごい。「デモ」が消 
え、デー ドび解除されます。 

記理のでま上び D び惡い 

•ゾニューのな料、分呈、巧り方、付属品を確設してくだごい。 

•加熱中、ひんぱんにドアを問巧しませんでしたり、。 

•化の料理ブジクを博ったとを、でを上びりびをか黃なることびあ0ます。 


•ドアび<ちる 

^表示巧が<をる 「•鲁馬や^三ューにより、ドアの巧がや素あ部び<もることびあります。 

^ドアれ K もり、水滴げ落ちる ► ドアの巧側に藍がつさ、巧にたれたときは、布で&いて<だでい。 


12 3 4 5 6 


こんなとをは 故障かな？と思つたら 
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仕様 


巧 巧 

交流 100 V 孤 Hz *60 Hz 巧用 

« 子レンジ 

お 巧 《 力 

1400 W 

高用!液出力 

自お：100 0 W 〜100麵当 

手な：1000 W . 600 W - 200 W 

発振用渡巧 

24班 MHz 

才ープン 

ミ 肖 巧 巧力 

1320 W 

活度調節 

30で. 40で（発酵）.100 〜 2班* C 

グリル 

消巧巧力 

13洗 W 

roj 表示のとさ 

消 巧 巧力 

2.5 W 

待な時;肖巧 巧 力 

0 W 

づ 巧 

がお 

促 500 X 巧行 400 X 高さ 345 mm 

巧巧（ち巧)） 

促 310 X 巧行 340 X 育さ 220 mm 

酉 里 

14.5 kg 


外お寸を（巧位 mm ) 


正面図 


500 


UdV"iV :: 

顯 


345 


440 

480 


が面図 


270 400 


L 285 J 

し—遮 J 


1 

才 

I 

プ 

ン 

レ 

ン 

ジ 


※付巧品については10ぺージをご貨ください。 

※空焼き防止のため、このオーフンレンジの巧0での温度での運乾時間は約に分間です。その後は自動的に 
200でに切換わります。 

※待機時消資電力とは、電源フラグを差込んでち、表示部が消巧しているが態の消賓電力です。 

※この商品は曰本国の専用で、外国では使用でさません。また、アフターヴービスもできません。 



ミ,- お、沒巧、ホコリなどのお》や、巧用の*合いにより部品り嘴化し、 

;子 b く、苗く三巧を/ 御ちしたり、時には巧を性を巧なつて事がにつなびることをお0まず。 




このよラな 
をがは 
あ0ませんか 

• S おコードやフラグが興常に孰し、。 

•〕ゲくごし、奧いびずる。 

• 製品に触れるとピリピリと巧気を巧じる。 

• 自動的に切れないとをがある。 

♦その他の異常•が»ぴある。 

► 

ご巧用 
中止 

が障や事が防止のため巧お 
フラグを巧いてから、必ず 
化売度にご巧該ください。 






お買上げ日 

つ 

1 

1 

1 

年 

巧 

曰 

便利メモ 

販売巧名 

1 

1 

1 

1 





1 a ( 

) 




MITSUBISHI 

RO-LD25 


♦ 兰養電機株式会社 
^ 兰菱電機ホーム機器株式会社 

テ 369-1295 巧玉巧大里郡巧面巧小前宙 1728-1 


之 TdCZATHOI 巧 












































































